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JII (網走一第 12 号)

北海道地下資源調査所

北海道技師酒匂純俊

同 小山内照

はしがき

この図幅は，北海道開発庁から依頼されて作製したものである。昭和 27 年

に野外調査を行い，ひきつづき北海道地下資源調査所に jないて室内作業をす

すめて，整理を終えていたものであるョこの図幅に費した調査日数は，酒匂

が約 40 日，小山内が約 10 日，あわせて約 50 日で、あった D ただし下川鉱山

を中心とした鉱床地帯については，昭和 28 年度ゐよび昭和 29 年度に，北海

道地下資源調査所事業として行った調査の結果にもとづいた D

こり地域は，わ十、かに明治 45 年，岡村要蔵が，北海道北東部の広範な調査

を行った際に，名寄川者よびベンケ川の概査を行。た以外には，昭和 6 年，

矢島澄策がーノ橋附近の調査を行っているだけで，下川鉱山の附近をのぞい

ては，ほとんど地質調査が行われなかったところである D 下川鉱山について

は，番場猛夫 jなよび牛沢信人の調査が報告されている。

た:t'-，野外調査にあたうて，一部の地域にういては，北海道大学珂 4学部地

1) 岡村要蔵: 北海道北東部の地質，鉱物調査報告 第 15 号 明治 45 年

2) 矢島澄策: 天塩ーむ橋附近の地質及び岩石 北大修論 (1932)

3) 番場猛夫: 天塩田上川郡三菱新下川鉱山地質調査報文 北大卒論 (昭和 21 年〉

4) 午沢信夫: 下川鉱山む地質鉱床 北海道鉱山学会誌第 8 巻 5 号 (昭和 27 年〉
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質学鉱物学教室の松井念，魚、住居の両氏から援助をいただいた。ここに感謝

の意をあらわずq

また，北海道地下資源調査所技師小田切敏夫氏には，パンケ川地域の地形

測量をむ願いし，同技術補石山昭三氏には，調査助手として，献身的た協力を

いただいた3 さらに，下川町産業課今貞二氏，三菱金属鉱業下川鉱業所地質

課長白井六蔵氏ほか下川鉱業所地質課の方々からは，好意のあるご協力と資

料の提供とをたまわったョこれらの方々にも，心からむ礼を申しあげる。

I 位置bよび交通

この図幅は，北律 44つ 10'--44°20' ，東経 142°30'--142°45' の地域をしめて

いるコ東半部 jなよび、西半部のほとんど大部分の地域は，下川町と風連町とに，

それぞれ嵐しいいるが，北西隅の一部は名寄町に，南西隅は士別市に，南東

隅は朝日村に，それぞれふくまれるョ

との地域の北よりに，東西方向にはしる国鉄名寄本様があり，その中心に

下川町市街がある。下川市街から下川鉱山までは，名寄から通やるパスが定

期に運行している。

山
U

Z
寸
J

Y
B
Ay-- 形

こ の 図 幅 地 域 は ， 北 海 道 中 央 高 地 か ら 北 に の び る 北 見 山 脈 と 名 寄 盆 地 の 間

に あ た り ， 大 ま か に み て ，3 つ の 地 形 区 に わ け ら れ るc

図 幅 地 域 の 中 央 か ら 北 西 方 に か け た 一 帯 と ， 然 別 附 近 に は ， 段 丘 堆 積 物 が

ひ ろ く 発 達 し て ， な だ ら か な 丘 | 凌 性 の 台 地 が み ら れ る 。 こ の 地 域 で は ， 基 盤

が 砂 岩 や 泥 岩 な ど の 堆 積 岩 か ら な る と こ ろ で は ， 平 坦 た 段 丘 面 が み ら れ ， 集

*下川附近は，木材の産地として古くから有名であるが，北海道での，米作北限地でも

ある。広い丘凌地には，畑作物が作られているが， さらに，戦後多数の開拓者が相当

の山奥まで開墾をすすめている。
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塊岩，角際凝灰岩たど、の火山性堆積岩などを基盤とする地域は，やや高い平

頂嶺をしめす地形をしている G

図幅地域の東北部から，南西部にかけて，弧状に， 500 ,....,700 m 台の山地が

みられる a ここでは，あちらこちらに平坦な台地がみられるが，これは，い

ろいろなことから，古い侵蝕面と訟もわれるョこの地域は，ほとんど熔岩類

によってしめられているョ

図幅の南東部には，この地域の基盤岩層である， 日高層群なよび、主入岩類

が発達するが，いちじるしい起伏のある地形をみせている。一般に，粘板岩

砂岩層地域は，軟らかい起伏のある地形を，輝禄岩粘板岩複合体はやや急峻

な地形をしている。

名寄町市街附近で、，天塩川|からわかれた名寄川は，この図幅地域の北部を，

下川市街地をと沿って，東から酉へ流れて台り， その流域には，ほほ、 lkm

ほどの幅をもった沖積平地がつくられているコ下川市街地にむかつて，南か

らパンケ川，北からサンノレ川が流れこんで名寄川に合しているコ図幅の西部

ではチューレツプ川とフーレベツ川が，西方から，ほほ、名寄川と平行して，

中央部まで入りこんでいるコ名寄川とサンル川をのぞけば，いやれも，水量

は少ない方である q

III 地質概説

この地域の岩層は，大きくみて，新期と古期の 2 つにわけられる。

新期岩層一一第宜主己層({中積層，段丘堆積物層)

新第三紀層(砂岩Jt岩層，火山砕屑物層，熔岩類)

古期岩層一一先白豆紀層(砂岩粘板岩層)

輝禄岩むよび、その他の注入岩類

古期岩層: ーーとの地域の古期岩層は先白雪紀層とされているもので，

北海道の中軸にそって，南北に帯状に分布する，いわゆる，日高層群にふく

められるものである。一般に露出がわるく，層}字や構造がどのようなもので

-3-
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あるかを，明らかにすることはできないが，ただ，断層や樗曲にょうて，い

ちじるしく複雑た構造をしているととだけがうかがえる D そして，その構造

線とみられるところには，輝緑岩や，小さな斑橋岩などの脈岩類が，それぞ

れ特徴あるかたちで、道入している。

新期岩層: 一一一古期岩層の上には，直接，第三紀層が不整合に発達して
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いる。これは，角傑凝灰岩，凝灰質集塊岩，火山円牒岩などの，火山砕屑岩

類を主体とし，一部に，砂岩，泥岩，際岩をふくんでいる D とれらの岩相の

関係、をみると，露出でみられる限りでは， '1といてい，水平方向に漸移してい

る O つまり，これらの岩相の堆積は，わやかの時間的なやれをもち友がら，

同時異相の関係で行たわれたものと考えられる。段者，ぺンケ川中流むよび

フーレベツ ]l l南方には，輝石安山岩を主体として熔岩類、が発達している。堆

積後の変動は，弱いもので，普通，西方へ， 20° 以下の傾斜をみせているに

すぎない。これらの時代にういて，決定的訟ととはいえたいが，岩質や露出

状態，前近の新第三系との比較などから，いち拾う鮮新世末期と考えた。

段丘堆積物は，相当に高いところまで発達しているが，堆積物の量も少な

く，地形も相当に侵蝕されているため，発達様式を，はっきり知ることはで

きない。

IV 先白望紀層

A 日高層群

との層群は，図幅地域の基盤岩層である。東南地域と西南隅とに露出して

治れとの地域の南方奥土別地方で，広く分布しているものである。

一般に，棺曲や断層がはげしく，局部的た擾乱もいちじるしい。また，大

小無数の破砕帯が方々に発達しているのにくわえて，露出がひじようにわる

いため，層序と構造とを明らかにすることはきわめてむやかしい。この地層

は，変質作用をうけたととろはみられたいが，輝禄岩，蛇紋岩，優白岩な c'

の小さな岩体に貫ぬかれている。

粘板岩砂岩層 (Ht]

との地域の日高層群は，黒色粘板岩を主体とし，暗灰色硬質砂岩を，互層

状あるいわレンズ状にはさんでいる。ところにようて，この砂岩が，いちじ
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るしく優勢になるところもあるが，このようたととろでは，岩質が硬砂岩に

近くなっている。奥士別との対比ではこの地層は，東南地域で一般に N40
0
E

の走向で，急傾斜をしているが，北方にゆくにしたがって， N-Sに近い走向

とほとんど垂直の傾斜をしめすようになる。ベンケ川上流の一部では粘板岩

や砂岩の層理の割目にそって，微細な黄鉄鉱が附著しているのがみられる。

南西隅では，大体 N-S から N20° E ぐらいの走向をもち，傾斜は不定で、

ある。 N15°W 方向の破砕帯が発達しているが，これは，南方上士別のホノレ

ンフヱルス帯を通る破砕帯が延長してきているものであろう。

粘板岩; 黒色ないし暗灰色の，層理の明瞭な岩石であるが，破砕をこうむったもの

で、は，脆弱になり，層理の不明瞭な泥岩様のものとなるc ところにより，砂質のも

のがある。

砂岩: 培灰色ないし灰白の翠硬な，中粒ないし細粒の砂岩で，層理をしめさない。

灰緑色の石灰質な硬砂岩に近いものも多いD

輝緑凝灰岩 (Hs) : 南西明の破砕帯の東側に， うすいレンズ状のはさみとして露出

しているのがみられるD 決緑色でや~脆弱である。風イじがひどく，顕微鏡で観察し

でも，輝禄岩との区別がつけにく ν ものである D

チャート (He) ; 輝禄凝灰岩と同じようにうすいはさみとなっている。灰色なν し

手し灰白で，珪質粘板岩に近いものもある。

石灰岩 (HI) : ペンケ川上流および落合沢上流の，砂岩の多いところに，小さな石

灰岩のレンズがみられる。ぺンケ川のものは暗灰色で品位のわるいものであるD

V 注入:宕類

A 輝緑岩粘板岩複合体 CDs]

この岩体は，パンケ川上流の日高層群中に，大体南北の方向をもって細長

くのびた形で発達しているコ奥土日fj図幅の輝緑岩質斑橋岩体に直接つながる

ものであれこの地域で，規模の大きなただ一つの注入岩で、ある。ちょっと

みると，粘板岩中に，多くの輝禄岩脈が道入したもののようにみられるが，

両者は，きわめて複雑な形で組合って者り，あたかも互層しているように交

互にみられる。 2 つをわけで地質図に表わすことはひじように困難で、ある。
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粘板岩は，径 50cm ていどのものから，幅数 10m くらいのものまである。

この粘板岩は，岩質と構造とから，まわりの粘板岩砂岩層のものとは，あき

らかに区別される。輝禄岩との接触部は，きわめて不規則な，出入のはげし

い境目や，小さたすべりになってむり，その方向は，がいしてまちまちであ

る。

o IlTI.

Db …輝総岩， Sl..· 粘恨岩， Q…石英

第 1 図 坤涼岩と粘仮岩との接触一部

の 1 例

ν、。

この複合岩体には，輝禄岩の優勢なところと，粘板岩の多いととろとがあ

るが，全体からみると輝禄岩の方が多

輝禄岩には，ごく細粒な基質に斜長

石の大き友斑晶をもっ扮岩のようなも

のから，ほとんど斑橋岩とかわらない

粗粒のものまであるが，さらに，並入

後に変質をうけて去り，さまざまな岩

質をしめしている。これらの大体の分

布をみると，斑橋岩とかわらない粗粒

のものは，細長い岩体の中軸にあたる

ところ， ::Jなよび、南方に発達し，扮岩様

のものは東側に多い。全般的に，禄泥

石化がみられ，方解石脈もいたる所 iて

発達している。破砕されて，角際岩状

になったところが方々にみられるが，

こういう圧砕されたものや，変質のい

ちじるしいものは，とくに東縁にそって多い。しかもこのようなところでは

緑色片岩状をしているものがあり，一部には硫化鉄が鉱染状に附着している

のもみられる q

IS! 岩質輝緑岩

iJ~ 緑色ないし暗灰緑色の紙密， 'c~硬なもので，斜長石の斑晶が目立っている D とき

tずは，径 lmm くらいの緑泥石の斑紋が散点しているものがある。

叫長石三揮石〉緑泥石(チタン石，チタン輝石〉
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斜長石の斑品は，長さ lmm~3mm，幅 O.3~O.1 mm("ちν のもので，An50--60

の曹灰長石である。 カルスパード双晶が目立ち， アルパイト双晶は少な u、。 まれ

に，輝石粒を包有し，曹長石あるいわソーシュル石にかわるものがある。石基の斜

長石は，細粒のものほど細長い針状ないしは短冊状をしている。輝石は，粒状な u、

しいちじるしいオフ f テ f ザグの形をとづて V る D 複屈折率の高炉合チタン輝石で、

あれ緑泥石に，繊維状あるいは仮像のまま置換されている D 輝石から緑泥石にか

わるさいに，多くのチタン石および、チタン鉄鉱が晶出している D

斑糟岩質輝緑岩

一般に灰禄色の竪硬な岩石である c 肉眼で p 完品質な構造がはっきりとみとめられ，

斑糖岩と区別が困難なほどである。

斜長石〉輝石(緑泥石〉

短冊状ないし長柱状の斜

長石の聞をうめて障石が

発達しているが，輝緑岩

構造が弱くほとんど深成

岩のような構造をもヲて

いるものもある D

斜長石は， 1. 0mm~2.0

mm くらいのもので，曹

長石，絹雲母に置換され

ているものが多い。 An

6O ~70 位の曹灰長石であ

るが，累帯構造をしない

で，内部と外縁との成分

ι聞に，いちじるしい差

のあるものがある D 輝石

は 0.5 mm~ 1.5mm くら PI..· 斜長石， Au·..普通輝石， Ch・..緑泥石，

u、のオフィテイザクな形 II..· チタン鉄拡 x70

をした合チタン輝石で、あ 第 2 図斑糖岩質輝禄岩

り，複屈折率が高い。チタン鉱物が品出していることは，王骨岩質輝禄岩と同じであ

る。

変輝緑岩

緑色ないし濃緑色の，キ!)~翠硬な岩石であるが，複合体のもヲとも東縁にあたると

ころにはヤちじるし V' 方向性をもヲた緑色片岩様のものもみられる。

斜長石三角閃石，輝石，緑泥石
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S1···黒色粘板岩， Bs…縞状粘恨岩， Q..・石英

第 3 図粘板岩の状態

ー一一ーー一一「

50ern

輝禄岩の斜長石が，曹長石化やソーシェル石化をうけ，輝石は繊維状角閃石へ変化

したものである。

斜長石は，ほとんど曹長石やソーシェル石にかわり，あるいは禄泥石に置換され，

わずかにのこるものでも An30~40 くらいのものとなっている。片岩様のものは，

多分に粒状化されるが，長軸を一方向にそろえる傾向をしめしている。

輝石は，角閃石と緑泥石にかわワているが，繊維状の陽起石質角閃石だけにかわる

ものと 3 内部が，褐色角閃石(多色性 x= 淡黄 ， Y=IJ~ 掲， z= 褐〉で，まわりを織

維:氏自禄色角閃石〈多色性 X ・ Y= 決緑， z= 禄〕がかこむ形のものがみられる D 繊

維状のものは，一般にその方向をそろえている D

これらの iまか，鞠簾石，絹雲母 p チタン鉱物がみられる。

粘板岩

ほとんどのものが破砕

された漆黒ものであ

る D 走向や傾斜はまち

まちであるが，東西方

向のものがとくに多

(， '0 黒色の泥質物の多

ν ところと少いところ

とが，縞になワた砂質

粘板岩がよくみられ

る D また， 珪イじゃ， 緑 o
j尼石 fとをうけているも

のもある D 石英が細HJK

となワて発達してい

る。ところによっては，割目や層理;こ，微細な黄鉄鉱が附着している。

この輝禄岩粘板岩複合体は，粘板岩砂岩層のなかに，南北の走向をもった

大きた破砕帯にそって，複雑な形で輝禄岩が道入しているもので，輝禄岩と

粘板岩が合して， 1 つθ構造単位を形成したものとみられるコこの複合岩体

の東縁には，その後に形成された，相当に幅の広い破砕帯が発達し，それに

そって，下川鉱山の合銅硫化鉄鉱床が匹拾している 3

B 輝禄岩脈 [Db]，蛇佼岩 CSp]，斑婿岩 CGb]，優白岩 [LeJ

輝禄岩粘板岩複合体以外には，規模の大きい主主入岩類はみられすτ，岩脈状

の法入岩類だけであるョ

-9-



輝緑岩服 [Db)

この図幅の南西隅.士別図幅と接するあたりに，輝禄岩の岩脈がある=小

さな規模のもので，山の尾根をつくっているため，露出はほとんどみられな

い。濃緑色在いし灰緑色の，やや堅硬在岩石で比較的粗粒なものである G

斜長石〉普通輝石〉陽起石質角閃石，絹雲母

中粒の標式的な輝禄岩である口いちじるしいオフイテイザク構造をしてヤるが， 2 次

的変質がはなはだしし変輝緑岩に近いものである。

斜長石は長さ 0.5mm 以下のもので，大半はソーシェル石に交っているD 双品を残し

ているものをみると，カルスパート双晶が多しかなり酸性であるc 輝石は，オフイ

テイザク形の合チタン輝石であるが，部分的に繊維状の陽起石質角閃石，緑泥石にか

わっているc

蛇紋岩 [Sp)

輝禄岩粘板岩複合体の東縁に形成された，大き友破砕帯にそって，ところ

どころに，小さた蛇紋岩体がみられる。落合沢の下川鉱山坑内，中の沢の合

銅硫化鉄鉱露頭附近，治よび、，その南方で、観察される。どれも，破砕帯が形

成されたさい，それの影響をうけて，片岩状ないし葉片状をしているのが普

通である。これらのうち，少危くともその一部は，輝禄岩あるいは斑糖岩か

らかわうたものである。岩質は，黒色，晴禄色あるいは緑色で，脂感をも

ち，一般に脆弱である。

板温石〉緑泥石〉方解石，精雲母，クローム鉄鉱，チタン鉱物

ほとんどが， 0.lmm くやらいの繊維状の板温石によってしめられているが，緑泥石もわ

りに多くパ、ちじるしく方向性をもヲた方解石脈が発達するものもある o 1.0-2.0mm

くやらいの揮石の仮{哀が，たまたまみられることがあり， さらに，輝禄岩ぞ斑糖岩の構

造がうかがえるものもある。チタン鉱物干，クローム鉄鉱も徴量ながらみられる。

斑構岩 (Gb)

蛇紋岩と同じようなところに，粗粒の斑横岩がみられる。その産地は，中

の沢南方;t.;-よび下川鉱山坑内で，それらは，岩脈状の岩体として観察される心

これらの泣入した時期は，形成された位置や，岩質から考えて，輝禄岩類に

治くれたものとみられる。岩質は，白濁した斜長石と，禄色の有色鉱物とが，

はっきりと見わけられる粗粒岩で，ふつう，ひじようにもろい D ときには，

方向性のいちじるしいものもみられる。
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斜長石(ソーシェル石»輝石(異孝Ij石〕

中の沢にみられるものは，

長さ1.0-3.0mm くやらいの

長柱状の斜長石の間を，径

4mm 内外のオフ f テ f ツ

グあるいはrN'イキリテイザ

グな輝石がろめるものであ

る。斜長石は， An7l;附近

の亜灰長石で，輝緑岩類の

ものと違ろところは，双晶

の形式で，アルパイト双品

が明瞭に発達していること

である。また， ソーシュル

石ゃ曹長石にかわるものも

多い。 ときには，斜・長石は

小型のモザ、イザグな形をと

ワたり， xl.品がわん出した

り，屈折したりしており l Pl···科長石， Au---ff通博石 x60 +ニコノレ

輝石が長軸を一方向にそろ 第 4 図珪構岩

えて記列していたりする口づまり，この岩石は，場所々 に々よワて，ことなワた偏圧

をうけながら形成されたものとおもわれる D 禄泥石や鮪簾石のできているものもあ

る D 下川鉱山の坑内でみられるものでは，輝石がほとんど異剥石に変っている。

優白岩 (Le]

パンケ川上流珠円沢にヲ粘板岩砂岩層をつらぬいて，優白岩の小さな露出

がみられるむこの;;付近には，ほぽ南北と東西の方向性をもう小規模の断層が

多く，すぐそばに，奥土日Ij層がせまい範囲に露出している D このような構造

は，奥士別図幅の，チ j今争、岳南震に大きく分布している花白岩ゃ，その南の斑

橋岩の注入をもたらしている構造帯の延長にあたることをしめすもので，こ

の優白岩も，それらと同じ活動による産物と訟もわれる。帝国粒の堅硬な灰白

色をしたアプライト質岩石で，有色鉱物はほとんどみとめられない。

奈|長石〉石英〉緑泥石，絹雲母

斜長石は， 長さ1. 0-2.0mm くやらいのポーヒリテイザクな半白形をしたものと， 0.1

mm 内外の再結晶質他形のものとがある D 大型のも￠は An40-50 の中性長石で，累

帯構造力弘、ちじるしく，燐灰石の包有物をもヲて V る口また絹雲母 1t がV ちじるしく，
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さらに， ソーシェル石にもかわっている。少量の緑泥石のほかには，有色鉱物はみら

れない。チタン鉱物が比較的多しまれに，ジルコンが存在する。

VI 新第三系

この図幅地域の，東南むよび、西南隅の古期岩類の露出している地域をのぞ

けば，ほとんど新第三系である。これは，奥士別図幅で，J[[端統に対比され

た奥士別層と，鮮新世末期のものと考えられる下川層群の 2 つに区分される。

奥土日lj層は，ごくかぎられた範囲に露出して拾わほとんどすべて下川層群

にふくめられる D 下川層群は，火山活動と堆穫の交錯のもとに形成され， 1

つの特徴ある堆積盆をしめしているものである q

ここで，火山岩類と堆積岩類とを区別して説明することは，このましくな

いと思われるので，火山岩類もふくめて同一に取扱うこととするコ

C 下川層群

B 石英粗面岩 (Lp)

A 奥士別層 (Mo)

A 奥士別層

この地層は，パンケ川上流の珠円沢源流附j互にきわめてせまい範囲に分布

する。日高層群とは断層で援し，下川層群に命令われる q

すべて，暗灰色軟弱で，無層理無化石の泥岩の厚い累層であり，風化面は，

暗褐色をしてむり，不規則にわれるコととろにより，大体の走向と傾斜とが

わかるが，それから推測すれば、，ほ段、南北ο走向で垂直に近く傾斜している。

とのような岩質むよび、露出の状態は，奥土日lj層の上部泥岩層とまったく同じ

であることから，同層とみなしたものである q

B 石英粗面岩

二ノ橋北方の山地に，石英粗面岩が広く分布している 9 一般に，露出がき
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わめてわるし風化がはなはだしいので，状態を，よく観察することができ

ないD との石英粗商岩は，この図幅のjじにつながるサンノレ図幅地域に，広く

発達するものの一部で，同地区では，サンノレ金銀鉱「末。母岩となっているほ

か，方々で金銀鉱床をともなっている。この図幅では，そのような鉱I未が匹

胎していることは，まだ知られていないが，ときどき，禄灰色をした粘土に

かわった品分がみとめられ，硫化鉄の生成されていることがあるョこれは，

鉱化作用。光昭的なものか，あるいは，余[史的なものと思われる=このよう

な士号所。探鉱も大分台こなわれているようであるコ

この岩体には，ところによって，流理構造がいちじるしく発達している。

岩体D吉司は N\V---SE で NE 方向に 30ヴぐらいの傾斜をしているが， これ

は，下川~~詳にふくまれる堆積岩や火山岩頑とは，まったく逆であるコこれ

らのことから，この石英祖国岩ο活動時期を，いち沿う中新世としたっ

この岩石は，さまざまな外観をしているが，新詳なも 0は，一伐に，禄灰

色で堅~ーであるが，風化すれば，手し白色ないし褐色。もろい岩石となるョ肉

眼では，ふとんど鉱物を識別jできないが，ときに球取をみとめることができ

るョ

斑品:石英，斜長石，王求額 石基T ガラス

1\1品は少なく，石英と斜長石とが Jま if等量にある。石英は白形にちかu、が，融蝕形

をとっているのが普通で?径l.Omm 平均の大きさである D 斜-長石は，長さ1.5mm

~O.5mm くらいの長柱状で，累帯構造の発達した灰曹長石である。有色鉱物は，ほ

とんど筏泥石にかわづているが，黒雲母:1D ジルコンの討晶がみられることもある。

球頼ば ， i;計局色のもので，環状の濃淡もみられ， 1mm 以下の小さなものから 7 ・ 8

mm の大きなものまである D

石;基は，ほとんどガラスで，不規則形，ある ν は， l市理構造をしめしているつ

C 下)![層群

下川市街を中心にして，東ば図帽の東北隅，南は東門大部山F付近からさら

にフーレベツ川流域にまたがり.西方には上名寄附近まで，九山岩類，火山

性士t!~積物語よび可主積岩類が，さまざまな様相をしめして露出している。これ

らは，凹凸のはげしい日高層群の上に頁捷不整合に発達している司 令の老の
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の岩相が，互層や漸移あるいは異常itt積の関係、で，島互に密接に組合うて形

成されている一連のものであるが，これらをあわせて下川層群と命名し?と。

この層群は，ほとんど例外なし上名寄附近にむかつて， 20° 以下の傾斜

をしている。

断層は，火山岩地域に小規模なものがみられるだけで，堆積後の変動はび

じように少ない。扶在する亜炭層，少数の植物化石，岩質などから，鮮新世

末期!のものとみられ，二|じ見地区の社名淵層群と対比されるものであるコ

この層群は，地層の水平方向の変化がいちじるしく，各岩層の時間的危関

係も明らかでないので，地層の細分にはひじように困難する。この図幅では

便宜上，各岩層の標式的たものを古i;層としてとり上げ，さらに，各地域ごと

によ日層にまとめて区分した。これについては，今後，充分に研究をすすめて，

もっとよい分類方法を行うととが必要で、あろろ。

7 パンケ屑

6 ベンケ層

5 サンノL 屑

4 フーレベツ火山噴出物

3 二ノ橋層

2 二股火山噴出物

1 モサンノレ層

1 毛サン)1.-層

弁会日Ij東方の，ちょうど，瀬戸牛図幅と接するあたりで， 日高層群を不整合

に土台う，さまざまな火山砕屑岩類からできた地層があるが，これが西方に

むかつて，しだいに砂岩を主体とした正規の土佐積層にうつりかわっている 3

この地層と，その南方で，直接日高層群の上にのっている火山岩類とを一括

して， モサンノレ層とした。

c ーノ橋安山岩:溶岩 (Mil) むよび、雲根平安山岩溶岩 (Mul)

b 砂岩層 (Ms)

a 火山砕局、岩 (Mp)
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この累層は，名寄川流域では， N-S の走向で，西方に 10° l~l下のゆるい

傾斜をしめし， その北方のモサンノレ川で、は， NW-SE の走向で南西 iこ芯ち

ている宇一般に，各岩類は守布範囲がすまく， 1 つの露出で数悼の岩類が異

常lii積の様相をしめしてみら ~l るっその中でも，火山砕屑岩は，雑多たもの

が不杭ーにかさなり合うて連続し，扶在する砂岩の粒度も上下，むよび、日j方

ともに変化がはげしく， :Lt~積途中の運動にょうたと思われる，土佐の状況も

みられるコまた，モサンノレ層にかぎうて，小規模な向斜構造がみとめられ

よ
/とコ

a 火山梓屑岩 CMpJ

最下部には， (元禄友いし，灰様色の中粒凝灰砂岩がみられ，粘板岩やチャ

ートの科目献を多くふくんでいる 3 ただちに角牒凝灰岩，火山円献宕，行、種:集

塊岩，凝灰岩などに移行するョ陪禄色ないし暗黒色の砂岩と，植物{と石をも

っ灰白色の珪質頁岩がはさまうているコ集塊岩や火山円限岩は，いろいろな

安山岩や石英粗 l耳岩，粘促岩，砂岩などの献をふくみ，西方にむかつて次第

に牒岩に近くなるが， とくに目立うのは，径 1m にも~よぶ巨大なものから

微細なものまで，大きさの区々た亜円脱が，不規則に密集し，とれが少量。，

ひじように堅右足た砂岩で目妥結されていることである q

b 砂岩層 CMs)

火山砕M岩中の砂岩のはさみが，次第に優勢となり，日己禄灰色砂宕が主体

となった岩層で，積の様相も比較的希だやかである。局灰色の泥岩と不規

則jな互層をするのが普通である。うすい亜炭層をはさんで~り方々に炭化木

をもっているコ特徴的なものは，浅黒色の潟地で， 1.5m ほどの早さでわり

あいに広く連続して分布しているコこれのすぐドには，亜炭層が発達してい

るのが普通であれまた植物化石も多い。すべて現棲間である。矢島泣策の

報告によれば，。ぎのようなものである 3

SalixcardiophyllaFRAUTRetMEY.

SalixSf).

Alnusincana むar. sibiricav,,-I:¥KL.
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Corylussp.

Fagi{sSicboldiEUDL.

Fagussp.

VibUYlZUJ1l Sj り.

Ca 尺P:J!i.~(f S Sj う.

c ーノ:橋安山岩熔岩 (Mil]，雲根平安山岩熔岩 (Mul]

モサン Jレ!晋分布地域のそばに，噴出時期不詳の熔岩類がみられるので，

応モサンル胃にふくめて説明するコ

一ノ:橋安山岩熔岩 (Mil]

然日 ij有志向 3km のところに NE-SW にのび、た，細長い安山岩の治:岩が

みられるコきわめて粗惑の熔結凝灰岩質のガラス質普通輝石安山岩で，いち

じるしい清理構造をしめしている司 N\V 方向に 20つ ---45。の傾斜をしている

が，ほかのものにくらべて急傾斜をしているのは，後からの断肩によるもの

と J思われるコ

斑品: 斜・長石〉普通輝石>C紫蘇輝石〕

石基が， YnE理構造をもったガラスばかりからできた埠石安山岩で，捕獲岩;伏に均質

な部分をもっている q

会2! 長石は最大 2.0mm くらいのもので，割目が発達し，累帯構造とアルパイト双晶

とが目立っている a 部分的にソーシェライトにかわり，輝石，緑泥石?燐灰石の包

有竹をもっている。輝石は，かすかに多色性がみとめられる普通輝石である。C""Z

ゴ 45° ときに，紫蘇輝石の大きな斑品がみられる。

2 次的 iこ，いちじるしく禄泥石化しているもの，あるいは，割目にそって石英の細

日誌ができているものがある。

雲根平熔岩 (Mul]

瀬戸牛図幅との境界にある雲根平をつくっている熔岩であるコ南方では，

標高 700 m [jr:t近で日高層群をな拾っているが，北方は 500--400 m ぐらいま

で下っているコこの熔岩とーノ橋熔岩との関係はわからないが，分布からみ

て上部にあたるとなもわれるコ

赤間色のわりにもろいガラス質普通輝石紫蘇輝石安山岩で，わやかに流理

構浩がみとめられる。

斑品: 斜-長石〉紫蘇輝石〉普通輝石
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斑品め多 U、ノ、イアロピリテ f サグ構造であるD 石基はガラス質あるいは!県微品質の

もので，流理構造をしているc 斜長石は An35 附近む中性長石で， 2mm 以下のも

のであるc 普通，双晶が少なし累帯構造もあまり発達してVない。自形の強い新

鮮なものと，他形性の汚濁したものとがある D 繋蘇輝石は，自形性の強いもので，

X=i;~;i甘禍緑， Y=i}~禄掲， z=iJ~禄の多色性をしめす c 普通輝石は，形のくずれた

ものが多 V'D CAZ=45ー

2 ニ股火山噴出物

下川鉱山から，パンケ川中流附近に，玄武岩と，紫蘇輝石安山岩とを主体

とした火山岩類が，標式的に発達している D 日高層群むよび奥士~}rj 屑を，不

整合に給者。て発達するもので，基底にうすい凝灰岩類を土佐積し，その上に

大量の院岩が溢流しているものである c 危:t"溶岩のなかにも，援:f.必需類のは

さみが，多くみられる。との火山活動に引続いて，フーレベツ火山噴出物の

活動が，むこなわれているが，分布や，活動形式に，若干の違いがみられる

ので，いち拾うこ ~'l らを二股火山噴出物として取扱οた D

上部!安山岩熔岩 (Tul]

I' I 珠円沢安山岩:溶岩 (Tkl]

{安山岩熔岩 (Tml]

中部(玄武岩熔岩 (Tbl]

l凝灰質砂岩層 (Ts]

丁出!安山岩熔岩 (TlJ
up ¥

l基底凝灰岩層 (TbtJ

うえにあげたように，いち~う，上部，中部，下部，の 3 つに区別j される

が，それぞれの噴出物の厚さやひろがりは，きわめて不規則なものである。

また，岩質があらゆる方向にしだいに移りかわうたり，あるいは，岩買は同

じでありながら，熔岩や集塊岩や火山円諜岩などの，岩本目をとったりしてい

るので，それらの間のはっきりした関係をつかむことは困難で、ある二つまり，

各噴出物が，形態的あるいは岩質的に，水平方向にも，垂直)ji古]にも，変化

をしめすものらしい。このため，この火山活動の機構を解明するには，相当

の精査が必要で、ある。共通してみられることは，凝灰岩層や， t6~岩の i元理構
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造の，走向が，たいてい， N40°£ 附近で、， NW 方向に 20° くらいの傾斜を

みせていることである。 また，小さな断層やすべりが，ときどきみられ，一

部には，後火成活動によると訟もわれる広い変質帯がある。

a 下部

基底凝友岩層 (Tbt)

二投火山噴出物が，日高層群に接するところには，かたらす勺黄灰色の凝

灰岩ないし，凝灰質砂岩が発達する q 日高層群との不整合関係は，きわめて，

明らかで相当に凹凸のひどい，解析された基盤の上に，のっている。

下部は，一般に，浮石の多い砂質たいし凝灰質;尼岩で，ところにより，泥

質の部分と，砂質の部分とが，明瞭な互層をしている 3 最下部には，こぶし

大の枯民岩の角献が多くみられるが，上部になるにしたがって，その量が少

た I .なり，大きさも小さくなる G 上部は，角関i凝灰岩質から，さらに，凝灰

A

二三七ド-.牢土
~，~ ~-l勺 1~ JJ:~

?一凶・ 6 ・ J

Vニ￥': T-i

六~"日時岩

且) 巨三汀 7 山

·r~ 切ζJ 、 ow

実上 →円 'L,
，-，丸イ I

B

T
t
r
z
r
E
r
t
r
i

m
F

h

d

n

U

頁岩

安山岩熔岩

凝灰質恕岩

角磯媛灰岩

凝灰質集 it岩

角碍 i凝灰岩

A パシケ川 i二流二股 B n円沢1流

第 5 図基底凝ぱ宕居 CTot]の住状凶
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質集塊岩へかわるのが普通で、ある。その際は，いろいろな種類の安山岩や，

粘板岩，砂岩，澄入岩類などであるコ全部で，厚さ 20m ないし 80m ぐらい

の厚さのものであるが，連続して広い分布をしているつ

安山岩熔岩 (Tlj

基底凝灰岩層 (Tbt) の上に，発達する，黒色，被密の竪硬な熔岩で、，ガラ

ス質紫蘇輝石安山岩が主体であるが，上部に，ガラス質の普通輝石紫蘇輝石

安山岩をもっている 3 たまたま，凝灰岩や凝灰質集塊岩の， うすいレンズを

はさんで、いるコ

斑品: 斜長石，紫蒜輝石戸(普通輝石〕

石基: ガラス〈針状斜長石，輝石粒〕

斜・長石は，長さ 1mm くやらいの破片状のものが多く，カルルスパードIX晶が目立ち，

果市構造が発達する o An70-60 の曹反長石である D 紫蘇揮石 i土， 1mm 以ドの長

柱状をし，ひじように弱い多色性をもっている。ときに融融形をとっている。石基

は vまとんどガラスで， /J1E理構造をしめしているが?均質な所もある。

部中'
h
υ

凝友質砂岩層 CTs)

さきにのぺた下部安山岩熔岩 CTIJ のうえには，ふつう凝りミ質砂岩ないし

角際凝灰岩が発達しているョ黄色~反色で，但粒なものから頁岩のようなも

のまであり，それが互層状になっているところもあるョわりあいうすいもの

で，すぐに熔結凝灰岩状になり，さらに集塊岩状の:溶岩に移りかわるョ

玄武岩熔岩 CTbl)

この lヨ幅中，ただ 1 つの玄武岩で広い範囲に分布しているコ岩質は決して

一定でないコ訟もに倣慣石玄武岩で、あるが，上部には，紫蘇輝石玄武岩や玄

武岩貨安山岩のところがある。凝灰岩煩をはさんでいることは，下部安山岩

;溶岩と r ，~J じである。一肢には暗灰色の堅硬な多孔質の岩石であるが，安山岩

質のものでは，黒灰色均賞。:促状節 IHi をしめすものが多いョパンケ川では，

やや広い範囲に，炭酸底化や禄 ill 石{ヒがみられ，黄鉄鉱が散点して生成され

ているところがあるョこの;付近には， N60 C> E 方耳の，垂直に近い傾斜をも
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った断層が多くみられる。これは，鉱化作用というよりは，むしろ後火成活

動的な変質作用と考えられる。

斑晶: 撤檀石(紫蘇輝石，普通輝石，斜長石〉

石基: 斜長石，輝石，撤慣石

ややガラスの多い石基に，撒懐石の斑晶が散在する斑品構造の岩石である。石基は，

インターサータル構造が普通で、あるが，オフ f テ f ザクなものもある。

撒檀石は，最も大き ν ものが 2.0mm ていどである。大小さまざまな自形ないしは

粒状をしているが， 濃緑色の緑泥石にかわるものが多u、。 輝石の斑晶は， 1-1.5

mm くらいの，融蝕された形のものである。斜・長石の斑晶は，ごくまれにみられる。

石基の斜・長石は，おおよそ 0.2mm くらいの短冊状のもので， ときに方向E列をす

るロ有色鉱物が，撤1費石だけの場合は，比較的ガラスが多く，安山岩;質になると，

まったくガラスをふくまないときもある口

安山岩熔岩 (TmI]

パンケ川のー支流に，変質のいちじるしい安山岩が露出している 3 比較的

新鮮なものは，ガラス質の紫蘇輝石安山岩で，下部安山岩熔岩 CTO とにて

いる Q しかしながら構造的にみれば，玄武岩熔岩 (Tbl)と同様た位置にあ

るので，区別して記載する a

変質の状態は，玄武岩の変質部と，ほとんど同じであり，相当に黄鉄鉱が

生成されている。 N60口E 方向の断層もあり，また，流理構造を観察しでも，

他とくらべて，変動の多い地帯であるととがうかがわれる。

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石(緑泥石〉

石基: ガラス(斜・長石，輝石〉黄鉄鉱

ほとんどガラスからできた石基中に，少量の斑品が散在するもので，有色鉱物がと

くに少ない。斜・長石は，変質して，絹雲母ぞ緑泥石に置換されているものが多く，

曹長石にもかわってν る D 双晶苧累帯構造は，一般に目立たないD 有色鉱物は，ほ

とんど緑泥石にかわワているが， 新鮮なものでは， 0.5mm 以下の紫蘇輝石だけが

観察できる。

c 上部

珠同沢安山岩熔岩 (TkIJ

パンケ川上流珠円沢の源流と，士風山の東南方にみられるもので，紫帯、輝

石の数 mm にゐよぶ大きた斑晶が，特徴的に目立つ岩石である。比弦的均質
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であり，つねに，禄灰色の堅硬な岩石である。斜長石の斑品も目立っている。

斑品: 斜長石三葉蘇輝石

石基: 斜長石，輝石

均質な徴品質石基中に，斜長石と輝石の斑晶が，特徴的に散在する。針長石は， 0.5

mm 以下む柱状のものが，モザイザグに数箇集ってーづめ斑品となり，累帯構造と

アルパイト双晶がきわめて明瞭で、あるc わりに，酸性の中性長石で，輝石を包有す

る D 紫蘇輝石の斑晶も， 2, 3 箇の集合からなり，ポイキリテ f ザクな形をとること

もある D

安山岩熔岩 (Tul]

パンケ}I[から，ベンケ川にかけて中部の安山岩熔岩 (Trnl]ゐよび、玄武岩

熔岩 (Tbl]の上部に位するところに， いろいろな岩相をした，紫蘇輝石安

山岩や普通輝石紫蘇輝石安山岩が分布している。帯青灰色あるいは赤褐色を

しめし，集塊岩状のところが多い。玄武岩質なものもみられる D

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石，普通輝石

石基: 斜長石，輝石，ガラス

インターサーダル構造をもづた石基中に， さまざまな割合で，斑品が存在する。斜

長石は，ポイキリテ f サグな形をするものが多く，輝石，諜泥石，不透明拡物の包

有物が多ν。一般に，アルパイト双品が目立ち，累帯構造は少ないc 紫蘇輝石は，

最大 2.5mm ("らいの自形性のつよ ν形をしめず。普通輝石は，繋蘇輝石にくらべ

て形が小さし白形性も弱u、。 C A Z=45° 有色鉱物は，緑泥石に置換されるものが

多ν。玄武岩質のものには，同源捕獲岩がみられる。

3 ニノ橋唐

二ノ橋間近から，南へ，下川鉱山[:付近まで，黄褐色ないし暗灰色。角牒凝

灰岩を主体とした， 火山性堆積岩類が分布している中 北では，石英粗面岩

(Lpつを命拾い，東方#よび、南方では，モサンノレ砂岩層 (Ms]，二段火山噴出

物を，それぞれ命士うか.あるいは，それらと互層しながら次第にうつりか

わったり急激に同時異相の形でそれらから移行している D との累層は，ペン

ケ川下流と平行して，南北に細長くうら怠る特徴的友集塊岩状熔岩までをふ

くむものである D 下部に当るところには，凝灰岩層や際岩層が発達し，中部

で、は，優勢な浮石質角際凝灰岩とたり，上部になると，集塊岩状熔岩が優勢

となるものである。凝灰岩層をのぞけば，走向傾斜の測定が困難で、あるため，
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構造はあきらかでたいが，ほとんど例外なく W ないし NW 方向に 10。内外

の傾斜をみせtている。

特徴的た構成員をとり上げると，次の 5 つに分けられる。

e 二ノ橋安山岩熔岩 (NO

d 安山岩質集塊岩 (Nag)

c 角磯凝灰岩層 (Nt]

b 際岩層 (Neg)

a ガラス質凝灰岩層 (Nv)

a ガラス質凝友岩層 (Nv)

二ノ橋層が，モサンノレ層や二股火山噴出物を欠き，直接， 日高層を阜、拾う

ところに，ガラス質凝灰岩，ガラス質結晶凝灰岩などが分布する♀日高層群

との接触部は，観察できなかったが，分布の状態などから，下川層群のなか

でも，比較的初期の産物と訟もわれる q

乳白色ないし?暗灰色をしめし，層理が一般に明らかであるQ 砂質の部分もあるが，

とくに;溶結凝灰岩状のものが多しはっきりとした節理がみられる司おもに，いろい

ろな形状のガラスの集合からなり， O.5mm 以下の結晶細片をふくむものであるo こ

れらの結晶細片は，すべて，斜長石と揮石で，普通揮石紫蘇輝石安山岩質である司砂

質の部分には，石英粒が多い。大小の，炭イじ木があちこちにはさ主れているo

b 磯岩層 (Neg)

二ノ橋駅東方に幅約 1km，走 i五]の延長が iま t;f 3km の範囲に露出するもの

で，こぶし大ていどの安山岩円礁を主体とした際岩である。この際岩層は，

大きくみて次に説明する角球凝灰岩層のなかに，レンズ状にはさまれている

ものであるつ水平的な変化をみると南方は，成層したびビように粗粒な砂岩

層に移化して，さらに角磯凝灰岩にうつりかわる q 北方では，次第に，砂岩

や砂質頁岩のはさみが多くなり，名寄川の露出では，砂岩が次第に凝灰岩質

となうて，礁は小さく j望日 lj され，さらに角際凝灰岩層に移化する形をしめし

ている。

この際岩の主体は，径 10cm ぐらいの安山岩の円礁であるが，粘板岩，砂

岩友どの小さな機もかなり多いョ穆結物は，禄灰黒色の粗粒砂岩である。
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10 C 宵1.
fう瞭凝 l長岩層 [Nt] から安

山岩目黒塊岩 (Nag] への

移化ιにあたる!?3結凝灰岩

状の部分(岩片はガラス目

安山岩と黒曜石〉

c 角磯凝友岩層 (Nt)

これは，二ノ橋層の主体となって，二ノ橋附近一帯から下川鉱山附近まで，

やや広い分布をしめすものである。モサンノレ砂岩層 (Ms) を命令うところが

みられるが，そのあたりには，璃瑞の礁を多くもち，モサンル層とは，若干

の時間的間際があったものと考えられるコとくに，下部は，下位凝灰岩，成

層した砂質凝灰岩の大きた岩塊や，安山岩，粘板岩類の小さな角際をもって

jなれはげしい火山活動によってもたらされたものらしい。中部は，黄白色

の浮石の多い角牒凝灰岩で、，比較的均質で、あり，分布もひろい9 一部には，

熔桔凝灰岩ないしはガラス質安山岩のようになっているところもある。上部

にたって，角閃石や石英の結晶をふくむものがみられ，岩質は，石英安山岩

質となるコ全体に，炭化木や珪化木が多いコ水の影響をうけて，成層する部

分もあり，またよく，偽層していると

ころもみとめられる。

この地層は大体粘板岩類の小さな礁

をもっているが，二ノ橋西方のもの

は，視指大以下の緑色片岩間iを多くふ

くみ，氏自色の石英安山岩質ないし石

英粗!GJl岩質の淫石賀角球凝灰岩になっ

ているコこのような禄色片岩をもつも 3

のの分市位置は，ちょうど，輝禄岩粘 第 6 図

板岩向 rl'休の延長方向にあたり，緑色

片岩の岩買も，破砕作用によってでき

た片岩状変i埠禄岩とよくにている q

d 安山岩質集塊岩 (Nag)

この築士鬼岩は，二ノ橋西方から下川鉱山西方にかけて，南北に細長く分布

するもので，黒色~赤拐色の集塊岩質J溶岩が主体で、ある 3 しかし，ところに

よっては，純然たる熔岩となるところもあり，自破砕J溶岩状をしめすところ

もあるむ
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二ノ橋西方では，角傑凝灰岩がしだいに西方にむかつて熔結凝灰岩伏とな

り，それが，集塊岩に移りかわっているのがみられる。さらに，それを西方

に追うと，ベンケ層に漸移している。

この集塊岩と二股火山噴出物やフーレベツ火山噴出物との関係は，わから

ない。

一般にきわめて堅硬で，ガラス光沢をもち，斜長石の斑品が目立つもので

ある c

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石

石基: ガラス，斜長石，輝石，不透明鉱物

斜長石は，最大 3mm ふワう 1.5mm くらいのもので，破片状あるいはポイキリテ

イヅグな形をしたものが多 u、口双晶や累帯構造は，あまりいちじるしくなし輝石

を包有していることが多 u、 o An50-65口紫蘇輝石は， 1.0mm くらいのもので，融

蝕形をとるものもある。うすい褐色をし，ほとんど多色性がみとめられず?緑泥石

に置換されてV る。

石基は，ガラスが多く，インターサータル構造である D また，緑泥石の生成がいち

じるしく， ときには，黄鉄鉱の自形結晶が多量に生長しているものがある。

e ニノ橋安山岩熔岩 eNl)

この熔岩は，二ノ橋からパンケ川上流にかけての地域にみられる，いくつ

かの小さ友安山岩熔岩を総称してよんだ、ものである 9 これらの安山岩を，全

部一様にとりあっかうことには，問題もあるが，ほかの岩層との関係がわか

ら友いので，まとめて記載する D

この熔岩には， 1) 角磯凝灰岩層と漸移関係が予想されたもの， 2) 下川層

群堆積末期に噴出したと思われるものの 2 つがある。 1) は，ひじようにガ

ラス質で，浮石はふくまれていないが，角牒凝灰岩と岩質のにている点が多

い。黄灰色~暗褐灰色で，粗景またものと堅硬なものとがあり， I疋理構造の明

除なものが多く，斜長石の斑品が目立っている。 2) は，モサンノレ層雲根平熔

岩と同じく，山稜をつくっている熔岩流である q とくに露出状態が悪く，噴

出状態はわから伝いが，岩質は， 1) と大体同じである。ただ，どれもガラス

質結品凝灰岩のよう訟ものである D 左希 1) を顕微鏡でみれば、，

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石〉普輝通石
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石基: カ、ラス，斜長石，輝石

斜長石は，累市構造のいちじるしいもので，大きさは lmm ヤらいである司 An45~

55" 禁蘇輝石は，最大 2.5mm の長柱状のもので，多色性が弱く，タ卜縁は融蝕され

てν る。石基は，ほとんど方、ラスで流理構造の発達するものと，カ守ラスの少ないイ

ンターサータル構造をしめすものとがある。緑泥石の生成が多い。

4 7 ーレベツ火山噴出物

これは，図悟の西南部山地を構成して，かなり広く分布する;溶岩流，集士鬼

岩，凝灰岩などを主体とする一連の火山噴出物である。前にのぺた二股火山

*噴出物の主要部は，この地域には，発達していないq したがって凝灰岩層か

らはじまる噴出物によって，直接日高層群をむ拾っているコま?と，二投火山
*キ

i噴出1坊をもなむっているので， フーレベツ火山噴出物は，二股火山噴出物よ

り，後期の産物であることはあきらかである q フーレベツ火山噴出物。分布

地域の!と方は， フーレベツ川の沖積層や段丘堆積物によって，厚く命拾われ

ているので，後にのぺるパンケ層やチューレツプ層との直接の関係をみるこ

とはできないョ

この火山噴出物は，野外の観察によるみかけ上の岩相によって，上から次

のよ引亡区分される。

(安山岩J容岩 (Ful)
しゴげ 1

J~Wp I 安山岩質集塊岩 (Fug)

h w(安山岩:熔岩 (Fmlj

T4Ai凝灰質砂岩層 (Fs)

ア却(安山岩rt~岩 (Fl]

i up l 安山岩質集塊岩 (FIg) ・扶在安山岩熔岩 (Fil]

このよ弓な岩相区分をなとなうと，との火山噴出物は，わりあい規則的な

上下関係をもって発達している q しかし個々 の岩相について岩質的にみた場

合には，さらにいろいろの岩質をしめす部分が，一つの岩相の中にふくまれ

*こノノ凝灰岩層は，岩質的には，二股火山噴出物ノコ基底η ものとまったく司じもノ」であ

る D したがって，この週幅では，二股火山噴出物としてとりあっかつである。

料 こ T) 関係をもっともよく観察できるのは，パンケ川中流部の軌道切割りである。
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ている D

この噴出物は，一般に，層理の発達がまれで，構造をあきらかにすること

はむやかしい。しかし，部分的にみられる流理構造や，凝灰質砂岩層の走向

傾斜をみると北にむかつて，最大 20° のゆるい傾斜をみせている。この傾 fr11

は，下部相ほど強くあらわれ，上部相はほとんど水平に近くなっている。全

般的に，北に傾斜した簡単な単斜構造をしめしているが，南部周辺では，断

層で切られ，やや悔雑た構造をしめしている口

1 下部

安山岩質集塊岩 (FIgJ

この集塊岩はフーレベツ火山噴出物の基底をつくって，かなり広く発達し

ている D 模式的には，フーレベツ川本流流域でみることができる。

二股火山噴出物との関係、は，パンケ川中流者よび士風山東南の麓をきさやむ

沢の中などであきらかに土台。ている G

この集塊岩は，紫蘇輝石安山岩質溶岩を基質とし，暗灰色の椴密堅硬な岩

石を間!としてもっている。基質部はー殺に多孔質で，そのガス孔は，一方向

にのびた形をもうている。

この集塊岩には?しばしば，あとでのべる熔岩流 (Fiじをはさんでいるコ

礁は，ガラス質であり，ハイアロピリティック構造をしめす，斑品の多ν紫蘇輝石安

山岩である D 斜長石は， 1.0mm くやら ν のもので，累帯構造 c1) V、ちじるしいも c1) があ

る o An55~65o 紫蘇埠石は，最大1.5 n'm の長柱状のもので，弱」、多色i生をしめすD

まれに普通輝石がみられる。石基は，一般に，結晶度が高νD

挟在安山岩熔岩 (FiIJ

うえにのべた，下部の安山岩質集塊岩は，いたるところで熔岩流の形をし

めずが，とくにそれの発達のいちじるしいところがある。岩質は，前にのべ

た集塊岩の基質部とまったく同じである。あるものでは，斜長石斑品がいち

じるしく多く友れ有色鉱物がほとんど認められたい D

安山岩熔岩 (FIJ

フーレベツ川の上流，芸員五二iヒ麓にあたるところに発達するもので，奥士
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別図~1日の糸魚岳熔岩にふくめられるものである。いろいろた岩相をしめす安

山岩で，紫蘇輝石安山岩を主体としているが，普通輝石紫蘇輝石安山岩も多

いQ 珠円沢上流では，灰褐色，粗訟で、，流一周構造を明瞭にしめすものが露出

している 3

斑晶: 斜長石Jーす一一紫蘇輝石、、普通輝石

石基: ガラス?判長石?輝石

石基はガラス多ν インターサーダル構造をしてν るが，流理構造ノコいちじるしい

部分もある D 斜ー長石は，最大 2.0 mm ぐ、らいで，輝石粒を包有し， ポイキリティッ

クに生長しν るもみもある。柴蘇輝石は 0.5mm ぐら νで，割目が多く発達し，そ

れにそづて緑泥石イとされてν る c 普通輝石は， 0.5mm("i::;"\の他形をしめすのが

普通で，同じように緑泥石に置換されて ν る o C八 2=40° 0

2 中 i?口

凝友質砂岩層 (FsJ

下部層の上には， ときたま凝灰岩頭がうずくのっていることがある 2 黄灰

色ないし暗灰色の凝灰質砂岩を主体とするが，土風山北方のものでは，チヨ

コレート色の花賞頁岩との互層となって拾わ東方のものでは，角関i凝灰岩

が多くなっているョこ ~l らのj手さは， 20ill ぐらいのうすいものであるコ

安山岩熔岩 [Frol]

1- ナイ会'"ブ

この溶岩は，促状節珂!の特徴的に発達したもので，土民山，東内犬部山，

777.2ill 山の各中日に露出しているコむもに， ~昔灰色ないし黒色の堅硬な，一

見玄武岩のようにみえる岩石であるが，斜長石や輝石の斑品の目立ィコ扮岩質

のものもみら ~l る。

斑品: 判長石〉紫蘇輝石

石基: 斜ー長石，輝石， ガラス，不透明鉱物

1.5mm-O.Smm("ちし!ノ;斜'長石斑品をポーヒリテf ックにもち，石基は，わりに

ガラスノ、少なνノ、イアロピリテf ック構造をしているD 斜長石は破片状のものが多

Ii'0 An60-70 0 紫蘇輝石は ， 1-2mm くら νの長柱状で，まわりを柱状 η普通輝

石でかこまれる c 決緑色でほとんど多色性を認占うることができない。

3 上部
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安山岩質集塊岩 (FugJ

中部安山岩の上部に発達する淡灰色ないし灰褐色の集塊岩質熔岩である D

一部は，凝り之質集塊岩に移化しているコ礁の岩質は，標式的な紫蘇輝石安山

岩であるコ

斑晶: 斜長石/ノ紫蘇輝石

石基: 斜ー長石，輝石， ガラス，不透明物

石基l 土， ガラスの少ないノ、イアロピリティック構造をしている。斜・長石は1.0mm

r らい.つものが多く，輝石.7)包有物をもち ， J，ミ晶が目立つ。 An60~70o ときに斑

品 υほとんど認められない均質なものや， 2, 3 箇の結品。集りが，斑状に散在する

もノコなどがある。

安山岩熔岩 (FuIJ

フーレベツ火山噴出初の最上部をなすものであるョ露出状態がわるし詳

しいことはわからないが，転石の状態からみると，雑多な熔岩や集塊岩から

できているもののようであるコこのなかで最も多くみられるもの0岩質は，

暗灰色，竪要注中粒ないし粗粒の岩石であり，斜長石と輝石の斑晶のびとよ

うに多いものである 3

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石>普通輝石

石基: 奈I·長石，輝石，ガラス

石基;士?や~..:;結晶度ノ♀高Ii'，ノ、イアロピリテイヴク構造をなし，輝石粒が多 I，、。斜

長石は1.5mm 位でアルパイト双品が目立っている。 An60~70o 紫蘇輝石は長柱

状でいろいろの大きさのも Dがあれわずかに多色性が認b られる。普通輝石と紫

蘇輝石が泣個集合して存在する心が普通である。

5 サンル層

名寄川の北方に分布し，乙の図幅の北限号。サンル図幅内に，広く分布する

と訟もわれる安山岩類や凝灰岩類をまとめて，サンノレ層としたコこれら岩類

は，このような地域的差異とともに，岩質的，構造的にも特徴。みられるも

のであるコすなわち，凝灰岩類は，他にあまりみられないようた，角閃石の

多い，石英安山岩ないし石英組商岩質のもので，純!俸の砂岩や泥岩を，とく

に不規則な形ではさんで台り，いちじるしく異常堆積をなす岩層である。安

山岩類は，一つは同じように，角閃石の多いものであり，一つは普通輝石紫
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{t，宗輝石安 UJ吉であるが，独立しだ岩体となっている二このように，サンル図 It日

に近?をしたf也市は，南方とやや異なった ·1主主:をしめしているコしかしながら，

共通した点もひじように多く，下川屑洋と日j箔にとり扱うことはできない二

ご とノろ寄安山岩治岩 [Sklj

b ザンル安山岩俳岩 CSlj

.1く宕!晋 CSt)

a 凝茨岩層 CSt)

この右 i土，石英粗削岩 CLp) に持して，サンノレ川ぞいに露坐しているも

ので，こり;ヨ隔地域にみられるも οは，そり南端部にあたうているニ

サンル[項目の地域で、は，石英と角閃百がう与く， ;子石をふく

凝灰 iγ] 千三りであるが，この図幅地域に発達するものは，黄間色。月 i河石安山

岩質疑;三百ないし凝灰岩賞集塊岩である司きわめて不規模なレンズ状。，

灰色砂岩や凝りミ質頁岩をはさんでいるが， これらり砂岩や頁岩は， f芳子 11 をし

めし tいる。大体 N-S の走向で，傾斜は 15 内W である c

b サン)[..安山岩熔岩 (SI)

前にりべた凝灰岩層 CSt) の百に持して，安山岩熔岩がみられるコ図隔地

域内の安じは岩類が，すべて，紫蘇輝石安山岩あるいは普通輝石紫蘇輝石安山

岩であるのに反して，この安山岩だけは，角閃石安山岩となっているコーな

に，流 rill 時!圭がいちビるしく，それによると，西側で、は NE---SW (7)走向，

NW ちで，中央にむかつて次第に水平となり，東側で、は逆に， NW---SE の

走向， NE 落ちとなり，北方に同って沈むベーズン構造をしているコ岩体内

には，岩から i斬移する角探凝灰岩のはさみがところどころにみられる Q ベ

ンケ層上:部集塊岩層 (Pug っとも，潮干多しているようであるつ

淡灰色の堅硬な岩石で，長柱状の角閃石が日立ち，ときに長さ lcm 近く

のものがみら「しる q

斑晶: 斜長石〉角閃石下紫蘇輝石〈石英)

石英: ガラス，斜長石，輝石

石基は浩品質でガラスにとんでいる口斜長石は 1~2mm くやらい刀もわずで，中央部が

よこれているものが多旬、 An30() 角閃石は， きわめて細長い長柱状で， x= 黄緑 3
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y=緑， z=濃緑の多色性をしめす緑色角関石である。 O.3mm くやらいの紫蘇輝石が

ふつうにみられ，まれに石英がみられることもある c

C 上名寄安山岩熔岩 (SkI]

この安山岩は，上名寄駅北方の標高 400m の山地を構成するものである。

ほかの安山岩体とくらべて比較的均質で、あり，まれに凝灰質集塊岩のはさみ

がみられるのみである口

暗灰色の板状節理!の発達した堅硬な岩石が主体となり，一部漆黒色の節理

に之しいものがふくまれる。

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

石基: 斜長石，ガラス，輝石，不透明鉱物

斑晶(とくに斜長石〉の多ν標式的な普通輝石紫蘇輝石安山岩である。石基には短

冊状斜長石の生長がいちじるしし、。

斜長石は，長さ 1~21nm くやらいのもので，アルパイト双品が目立つD 普通輝石を

包有し， ときに O.05mm くやらいの輝石粒を多く包有して， ポイキリティッグな形

をとる。 An60 附近口

紫蘇輝石は，長さ 0.3~1.0mm("ちいの長柱状をし，多色性が」、ちじるし」、。普通

輝石は，融蝕形をとるものが多νD

8 ベンケ層

これは，二ノ橋層の西方に発達する凝灰質集塊岩類の累層であるc フーレ

ベツ火山噴出物むよび二ノ橋層を治者い，サンル安山岩熔岩と漸移する。場

所と岩質から次の3 つに分類される。

c 上部安山岩質集塊岩 (Pug]

b 石英粗面岩質凝灰岩層 (PO

a 下部安山岩質集塊岩 (PIg]

こ ~l らは，層理をしめすところがたまにしかみられないが，南部では NW

落ち，中部は W 落ち，北部では SW にゆるい傾斜をしめすのがふつうであ

る q

a 下部安山岩質集塊岩 (PIg]

これは，いろいろの安山岩類の牒をもった凝灰質集塊岩である 3 基質は，

黄灰色の凝灰岩を主体とし，ときに凝灰質砂岩の場合もある D この集塊岩の
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特徴は，巨大な際をもつことで，以下小豆大のものまで各種の大きさの角燥

を不規則にふくんでいる。一部に，絹糸状の浮石を多くもつ角隊凝灰岩がみ

られる D

ある。

この集塊岩は，二ノ橋屑の安山岩質集塊岩 (Nag] を者沿うか，あるいは

漸移の形で移行する。石英

粗面岩質凝灰岩層 (Pt]と

の関係も同じであり，両者

の隊の性質はほとんど変り

なく，基質が安山岩質のも

のから石英粗而岩質のもの o STIt

に変化するという形でうつ 第 7 図 下一部安山岩司集塊岩 CPIg] から石英粗

りかわっているのが普通で 百岩質凝民岩屑 CPt] への科化 i~~ (ぺ

ンケ ]li 下流〉

に集塊岩の様相をしているが，絹糸状

浮石を多くもつ凝灰岩を主体とする。

また，南方，パンケ川に爵出するあた

りでは，安山岩類の E百円際が多い火山

円疎岩となり，純然とした凝灰岩と互

屑し，やや層理がみとめられる。基質

は石英安山岩質である。これが，二!と方

にゆくにしたがって，基質は石英粗商

岩質と危り，より角牒状の石英粗面岩

下部は，一般に，前項にのぺたよう

50em
a

ぐJ( Llr :CJi球岩 111 ;こ， ;'i~岩のレンズ

が先]圭する〉

第 8 図ぺンケ石英、;口wl;rfifq凝灰

岩層 CPt] からパンケ砂

岩層 CPs] への移化部

ぐパンケ]I[中流〕

b 石英粗面岩質凝友岩層 (Ptj

この凝灰岩は，パンケ中流から，下川市街北方まで\細長く分布する c 南

方では，フーレベツ火山噴出物の下部安山岩質集塊岩 (FIg] むよび二ノ橋層

を会沿い，北方では上部安山岩質集塊岩 (Pug] Iて移化する。西方は， ->~ンケ

層に壮沿われる。
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全く層理をしめさなくなるコ下川市街東方で、は，石英と角E当初:多くなって，

閃石のーちいJ子石賀角際凝灰岩が主体となっている 3

上部安山岩質集塊岩 (Pug)c

サンノレ川をはさんで，分布する 3 凝りl質下川市街北方に，は，
〉声

、ーー

に角際凝灰岩，頁岩，砂岩，間!岩など雑多な岩石が，集開苛，

組合って博成されているコ砂岩や頁岩などは，日月な層刊をしめしているが，

その 7午前]傾斜は一定して台らや，構造はよくわからない。

パンケ麿7

下川市得の南方と北西方に分布する火山砕屑物l胃をふくまないE

cU

苛
;$1:-

匂， ι望者

t長 rq五百 ι

筒隊長でお

減反省

火山問機岩

...."""V"""

フー チ~ I 斗・
、ーベし、、

そ 0西方 l亡発達する集塊岩とt ,

の泉、同であるつ市方ではフーレベツ火山噴出物

ベンケ層を彰台うかあるl{t方では，を jなない，

いは五回しながら移行している。砂岩層は一枝

NE----SVV の走1可で、 NW に 15° ぐらいの傾t亡，

斜をしているが，集塊岩はほとんど層理をしめ

ヌたい。

凝灰質集塊岩 (Pag)b

砂岩胃 CPs)a

層 (Ps)出
石

砂a

こり守層は，暗灰色の中粒砂岩と淡灰色の泥

黒褐色の細粒際岩岩とつ}J:屑が主体であるが，

ま

わりの集塊岩に移化する I~付近になると，角際;疑

が方ぞにみられるコ一般に凝灰質であるが，

だしく異常土佐積の状態をしめすととろがある q
向
昔
、
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第 9 図
どfしも，

ンノレ層中のものとほとんど同じようなもので，
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0. 斗 m

第 10 図砂岩層 CPs] の呉常堆積(パンケ川出合〉

現棲障である。この岩層の下部と上部は際岩が多くなっているが，下岩

中には，掲鉄鉱のIff胎していることがあり，ま?とその上にのって，HH.炭屑の

発達していることがある。

b ~長友質集塊岩 (PagJ

これは，下川市南西方の丘陵性台地を構成しているもので，比較的広く分

布している。砂岩層とは漸移している。すなわち，砂岩，泥岩がより凝灰質

となり，さらに角的!凝灰貨と在って，集塊岩へ移行する。

南方では，フーレベツ火山噴出物をむ沿っているが，そのあたりで、は，砂

岩や泥岩が多くなって;#> D ，集塊岩は火山円際岩に近くなっている q

VII 第 四 系

との図幅の第四系は，チューレツプ層，段丘堆積物語よび沖積層の 3 つに

分けられる。このうち，チューレツプ層は時代がよくわからないが，告賀な

どから判断して，一応第四系にふくめた。したがって，下川層群と一連のも

のである可能性も強い。段丘堆積物層は， 400m 以下の丘陵性台地に広く分

布して;t- D，基盤地質とよく関連して発達している c

A チュー vップ層
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この地層は，図幅の北西隅に広く分布する。きわめて新しい様相の岩層を

総称したものである。時代はよくわからないけれども第四系にふくめた。そ

の理由は，下川層群に比較して，岩質がひじように随弱であり，堆積した後

の傾動もまったくみられや，地層が水平であること，な c'である o

1 上名寄安山岩質集塊岩 (Dag)

これは，上名寄駅の北西方に分布するもので，上名寄安山岩熔岩を者拾っ

ている。淡灰色あるいは淡褐色の凝灰質集塊岩で，図幅地域内のものに関す

るかぎりでは，均質である q 風化がいちじるししきわて投弱になっている

が，斜長石の斑晶が多く，しかも大きなのが目立っている q 顕微鏡でみても，

岩質ははっきりわからすら普通輝石紫蘇輝石安山岩質のものである， という

ことがろかがえるにすぎないq

2チユーレツブ砂磯膚 (Ds)

これは，パンケ層中の安山岩質集塊岩の西に分布するものであるが，それ

との関係はわからないコ大体，とぷし大ぐらいの亜円礁を主体とし，砂のは

さみが多い砂礁層で，際はほとんど分級作用をうけていない。ふつう，暗褐

色をしているが，暗灰色ないし淡灰色の凝灰質砂層の部分もみられる q まれ

に， うすい凝灰質泥岩のレンズ状のはさみがある q これらは，下川層群と:t~

なじように，かなり不規則な堆積の状況をしめしている。

この砂隊層の厚さは，少なくとも 20m 以上である。また，段丘堆積物と，

ょくにているため，ちょっと区別のできないところが多い。この附近は，と

くに露出の状態がわるくて，段丘堆積物との関係をつかむことができなかっ

た。

3 7ーレベツ凝友質磯岩層 (Dc)

砂様層のさらに西開に，発達する火山円諜岩を主体とした岩層である。と

*の岩層は，名寄盆地の周辺にそって，かなり広く分布しているようである。

いいろいろ雑多な安山岩，石英粗商岩の円燥ないし亜円燥を安山岩質凝灰

*士別凶幅内に，名寄鈴石 :，l) 産地としてしられる名寄台地があるが，この岩層によって

構成されて」、る。
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岩がうめたもので，古期岩層の小磯もふくまれている。かなり，礁の分扱作

用が進んで、むり，成層している。どこでも，まったく水平である。火山円操

岩と凝灰岩友いし凝灰岩質砂岩とが 1m ぐらいの厚さで互層している部分も

多いこ

B 段丘堆積物

この図幅の，標高 300m 以下には，明瞭な平坦面が発達してゐり，段丘堆

積物がのっているコその平坦面は，ゆるく傾斜して，現河床段丘土佐積物の面

につづ、いているが，大体上・中・下の 3 つに分けられるつな治，それ以上の

高いところにも，たまたま不明瞭な平坦面がみられ，古い段丘面かとも思わ

れるが，堆積物がみられないので，明らかでたいョ

高位段丘堆積物 rThJ

パンケ層中の凝灰質集塊岩の分布する丘陵，I宝山地の，標高 300m 以上のと

ころにみられるョこれは，粘土層で，粘板岩や砂岩などの古Jtil岩層の細礁を

もうているコ

中位段丘堆積物 (TmJ

図幅の西部では，大体標高 200m ぐらい，東部では 250 rn ぐらいの高さに

発達するものであるつ高位段丘堆積物にくらべて，やや際が大きく，量も多

いよろである 3

低位段丘堆積物 (TO

大体，標高 100 から 200 ぐらいまでのもので，明瞭な平坦面のうち，わり

に高い部分に分布している。堆積物も前の 2 つにくらべて厚く，際や粘土の

ほかに砂もまじっている。

現河床段丘堆積物麿 (TrJ

現在の河川にそって，広い平坦面i をつくって発達する q 際はこぶした以上

のものが多く，ほかの段丘堆積物とくらべて，格段の相違がある。厚さも，

いちばん厚いが，それら現河川に近くなるほど厚くなっている。

C 崖錐 [Tu]
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上名寄駅北方に，上名寄安山岩熔岩の崖錐がいちじるしく発達している。

小さな礁から径 50cm ほどの礁までが，多量に散在している。このため，こ

の地域の開墾は，まったく手がつけられない状態である G

D 氾i監原堆積物，河床磯 CAl] (沖積層〉

名寄川，ノミンケ川，フーレベツ川流域に，やや広く発達しているむすべて

砂，牒，粘土からなり，ほとんどが水田になうている u

VIII 地史 bよび地質構造

いままでのべてきた，各岩層の諸佐賀，分布j:;-よび、構造などを通覧し，奥

士別図幅と関連させて考えてみるとき，この地域の地質構造の特徴と，それ

ができるまでの経過を，大まかにつかむことができる c

A 古期岩層について

この図幅地域から，奥士別区i幅地域にかけての基盤岩層は，いわゆる日高

層群とよばれる先白望系である a との地層は，奥士別地域では，大まかに，

粘板岩砂岩層と硬砂岩層の 2 つに分帯されるが，この図幅地域では，粘板岩

砂岩層だけで，硬砂岩層は発達していない3 しかし，硬砂岩ににた岩相がま

うたくみられたいわけで、はたしその岩相の分布は，幅もせまく，岩質も，粘

板岩砂岩層とはっきりわけることのできたいものが多いのである。この硬砂

岩ににた岩相は，日高層群の走向と並行し，粘板岩の中に 3 回程くりかえし

ているようにみられるが，これが棺曲構造によってできたものか，あるいは，

土佐積当時に硬砂岩ににたものが，粘板岩砂岩層と互層状に堆積してできたも

のか，断定することはできたいG しかしながら，岩買が粘板岩砂岩層の砂岩

にとむ部守とはっきり区別できないとと，あるいは，粘板岩砂岩層自身をみ

ても，奥士別地域のものと違うてきているととなどから考えると，ゐそらく，

:i'{t積当時に，すでに，このような岩相の堆積がくりかえされたものと訟もわ

れる。つまり，このことは，当時，南と北の堆積条件がすで、に違い，奥士日IJ
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地域と下川地域とで，それぞれの条件のもとで堆積が者こなわれたと考えら

れるわけである。

このよろたことは，北部と南部の地域で，何らかの地質学的条件の差異を

連想させるのであり，各地域の擾乱の様相にもいくらかの違いが感じられる。

すたわち，奥土日j地故では，局所的に集中して，強い破砕がうかがえるが，

下川地域では，全般にわたって一様なもめ方をしているのが目立っている D

た:t'，日高層群の走向は， NS-SW の方向であるが，破砕帯を形成する構造

線は，ほぼ N-S の方向である。つまり，岩層全体の走向と大きな喰砕帯の

方向が斜交しているつとのことは北海道の日高層群を通じて，みられること

のようである。

さらに，深成岩の活動も，奥士別地域が， 1 つの火成活動の中心とたって

いるのに皮し，この地域では，輝禄岩粘板岩複合体(奥士日Ij図幅の輝禄岩質

斑橋岩〉をのぞいては，小さな規模の脈岩だけである。このことは，細長く

連続する輝禄岩の活動が，奥士~Ij地域にみられるほかの斑橋岩類とは，違づ

?と性質のものである乙とをしめしている。

B 新期岩層について

基盤岩層の上には，自主系と古第三系を欠いて，直接新第三系が発達する心

奥士別図幅地域では，図幅の中央部に ， J[I 端統に対比される奥土日u層が，ほ

ほ、南北方向に軸をもっドーム構造を形づくって分布しているが，下川地域で

は，より新期の下川層群がベーズン構造をとって，広く分布している。この

ベーズンは，軸を東西にとって，西方，つまり名寄金地の方向へ沈む形で形

成されて:t' I)， いち沿う，鮮新世の堆積盆と考えられるものであるコ

中新世奥士山層の堆積後，はげしい造構造運動をへて陸化したこの地域は，

下川層群堆積の直前に，ほほ、このベーズンと同じ領域が沈下し，入江の侵入

を弓けた。この陪地の沈下とともに， ます=モサンノレ層が土佐積し?と二とれは，

砕店、物の噴出を主体とした火山活動にはじまり，静止期の砂岩の堆積に終る

もので，下川層群堆積のきづかけとなるような，小規模なものである D
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引きうづいて，本格的危火成活動が，ベーズンの周辺にそつてなこなわれ

た。この火成活動の特徴は，同質の噴出物が，全域をむ拾うといった大きな

規模のものではなく，活動中心から，周辺に向って，火山岩，火山砕屑岩，

火山性堆積岩という具合に，わりに短い距離に，その変化があらわれている。

これらの岩質を追跡してゆくと，最も大きな活動の中心は.パンケ中流二股

附近と考えられる q ここで、は，熔岩の噴出量が最も多く，大量の撒携石玄武

岩が噴出し，その後火成作用のいちじるしい箇所もみられる。

~~な，この火成活動の優勢なものが，ベーズンの中央にのびているが.そ

こは丁度，基盤の輝禄岩粘板岩複合体によってあらわされるところの，構造

線の延長と一致して者り，との線上の角磯凝灰岩は，輝禄岩が変成したもの

と最もわれる禄色片岩の帝国際を多くもっている。また，この附近では，チタ

ン鉄鉱がどのような岩層にもふくまれて語り，後に在って，砂チタン鉱床を

形成するのであるが，このチタン鉄鉱は，まわりの山地から供給されたと考

えられる一方，角関石安山岩の噴出などを考え合わせるとき，地下の輝禄岩

類が，火成活動に影響を与えた結果とも考えられる。

このよう危火成活動により，モサンル層の堆積範囲は，沼沢地化し，亜炭

層が堆積する環境となり，さらに北方の石英粗面岩の風化物質により，泥質

璃哨の堆積をみるようにたる q

パンケ砂岩層の堆積も，末期に，パンケ安山岩質集塊岩の噴出により，沼

沢地状の環境でなこなわれたと訟もわれる q との安山岩質集塊岩の形成位置

は，奥士~fj地域で，細長い斑橋岩体や，花局岩の道入がみられ，それの延長

方向に，奥士別層を訟としこんでいる，断層帯の延長と一致している。

下川層群堆積の

特徴は，地層の水

平方向の変化がい

ちじるしいこと

と，ーラの単位岩

層の基底が，わり 第 11 図下川層群堆積状態の模式図
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に急傾斜をして老り，上部や末端ではほとんど水平に在っていることである。

その基底は，堆積岩では陳岩層をともない，火山岩で、は，いろいろな種類の

燥をもっ集塊岩ないし熔岩であることが多い司このことは，基盤の運動と火

成活動むよび、堆積の 3 つが，密接に関連していることを物語っている q

このように，下川層群の堆積は，このベーズン地域一帯を占めた入江が，

東方なよび、南方の基盤のリズミカノレな上昇によって，次第に後退してゆく全

過呈を通じて完成されたものである。したがって，各岩層について，時間的

た差異を明確にするとは困難で、あれまた意味をもたない。

このベーズンを，もっとくわしく解明するためには，この地域の北にあた

るサンノレ図幅の地域の状況を明らかにする必要がある q

一見，下川層群の堆積に引続いた形で，チューレツプ層が堆積しているが，

これが，鮮新世のものか，洪積世のものか不明で、あり，下川層群との聞の関

係もわからないコただ，分級の不充分な砂際層が厚く広く堆積し，その岩質

は格段と脆弱になってjなれそれの西方に分布する凝灰質際岩層は，この地

域だけでなく，広く名寄盆地の周辺にみられる段丘を構成しているようであ

ることなどは，チューレツプ層の堆積が，下川層群の堆積と，相当に性質が

違っていたことを，あらわすものであろうコ火山岩地域にみられる標高 700

m ぐらいのところに残存する平坦面は，高度や回。傾斜の状況から，この時

代の幌析固と考えられるものであるコ

C 段丘堆積物について

段丘堆積物が堆積した時代のことは，地形図の上での作業を参考にして，

ある程度のことがらを， うかがいしることができる 3

この地域のまわりの， 5 万分の 1 地形図計 9 枚の範囲を， lO km の幅で谷

を埋めてみると，高位段丘堆積物の分布範囲が，一つの面として，あらわさ

れるコこれが，当時の大まかな地形を復原したものと仮定すると，当時の川

は?王見庄のチューレツプ川からサンノレ川にかけた方向に流れてなり， この段

丘に対応する解析両は，標高 500m 台のところに発達したことになる q た j守
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重二=二二二ゴーーー=二二二二二三二ニニニニニニ::::;1

実涼は 250m の!福で，谷をよ里めたもので，破線は 3km の日でうめたも

のであるD

各地形区で解析度のちがし、が;ヱっきりとみられ，段丘}£達地域では，高

位段丘と9' 1立段丘以下のところとではかなり解所度が走っているD

このことは，起伏呈閃をみても，高位段丘堆積;時代と ifT位段丘堆積 I'H Iむ

との聞に，かなりの間隙か地盤の運動のあったことをしめしており，こ

のときに，入江は 3 つの地域にわかれたと考えられるo

第 12 図 5 万分の 1 地形図の谷を埋めた地形復元同
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700m j~ ら 1 ，000 m i で，広い平坦商があらわれるが，とれは前に lぐっぺたよ

うに，千ューレツプ層貰寺 itの写祈固ともなもわれるコとれらのことは，

野外笥 3による li(1)追跡や，除。供給地などとー故ずることがらである弓

中位三丘が形成される時代になると，川は， Iま Jf，現在の大きな川と一試

して台 i) ， 火山岩地帯は高〈たり，モサンノレ層，パンケ砂岩層，チューしツ

プ!昔たど積岩地域は低くなっているコ ~\I斗岩地帯が，基構造涼と一

致していることを考えると，解析乏の菩によるよりも，基金運動によって，

火山岩地主~，( :J.~隆起したと考えられるコ

第 13 図 下川同信地域の起伏呈図

低位段丘地積物から現河床段丘堆積物が堆積する時代にかけてノミンケ ]I I,

ペンケ川，フーレベツ川支流などが，上流。流れの方向を東西にかえて台り.
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との時期に，東方基盤の隆起があったことが知られる。

XI 応用地質

この図幅地域は，大きくみて，古期岩層と新期岩層の 2 つにわけられ，そ

れぞれに特有た鉱床がみられる D 古期岩層中には，北海道で規模の大きた

ただ---::Jの合銅硫化鉄鉱床としてひろくしられている，下川鉱山がある。こ

の鉱山は，北海道で最も大きな銅山であるは、かりでたしいわゆるキースラ

ーガ{型鉱床の範ちゅうにふくめられるものである o そして最近では，日高

鉱床区とい弓見方から，造山帯の火成活動と関連させて研究が進められて

ν、る D

この地域で開発された鉱床は，下川鉱山だけで，ほかには，有望なものは

発見されていない。?とだ，鉱床が匹胎するかもしれないということを暗示す

る露頭たいし鉱化作用の状態が，そこことにみられるから，今後の調査によ

っては，開発する可能性のあるものがでてくるかも知れないc

A 古期岩層に目玉胎する鉱床

古期岩層に匹胎する鉱床としては，前にのべた下J[[鉱山がある q これは，

細長く帯状に発達する輝禄岩粘板岩複合体を形づくった輝禄岩活動と関係を

もつものであり，北海道の中軸とたっている日高帯のたかに，南から二!じまで、

点々とみられ合銅硫化鉄鉱床の 1 つである。この地域の近くには，奥土日Ij地

域のパンケ鉱山と上川鉱山がある D また，最近に段。て，下川鉱山の東方約

7km の地点にも発見されているが，どれも規模の小さなものである。

ζ のほか，粘板岩砂岩層地域のなかには，ところどころに，ノ〈ラ輝石の転

石がみちれる D これも，日高帯によくみられる鉱床で，母岩の性質と構造の

如何によっては，炭酸マンガン鉱床が賦存する可能性も考えられる c また，

石墨をふくんだ粘板岩の露，出がみられることがあるが，これは鉱床として取

扱うほどのものではないc
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下川鎮山

封、業権 if; 東京都千代田区大手illS 1 丁目 6 三菱属鉱業抹式会社

鉱 区 天塩F司採掘権登抹市 79， 80, 81 , 82 号

天海国試掘権登保革 5，500 号ほか 7

主要種 卦~， fi;j[化鉄，コバノレト

所在地 上川郡下川町字名寄 3426 の 1

下川鉱山は，下川駅の東南方約 7km の，ベンケ川中流に事務所そのほか

の諸設備をもち，パンケ川上流落合沢で採掘をむこ友っている。事務所と下

川駅との聞にはパスが運行している c 事務所と採掘現巧との間は，約 2km

で，この間に通洞坑を誌け，蓄電池機関車で鉱石や従業員を運搬している。

この鉱床は，昭和 8 年に，下川町の良民浅沼某が転石を発見し，札幌の今

堀喜三郎が附近の鉱区を買収した。昭和 15 年から本格的危探坑を進め，同

年 11 月に第 1 坑を開坑，有望視されるようになったコ翌昭和 16 年三菱鉱業

が買収し，今日に.:t'よんで、いる。

昭和 20 年に， 1 日処理a能力 200 t の選鉱場を建試したが，翌年火災にあい，

同 24 年に 1 日処理能力 100 t の選鉱場を再建した。この頃まで，新下川鉱山

と呼ばれていたが，昭和 25 年犬平鉱業の発足とともに下川鉱業所と改めら

れた。同年には，選鉱場と下川駅の聞の宗道工事を完成し，選鉱場も増設し，

昭和 30 半現在は， 1 日の処:rrjl能力が 250 t になうている。従業員は約 350 名

である。

地質

このl:付近は，了皮， I埠禄岩粘板岩複台体が下川層群に命者われるところに

あたる。これは，古時]岩層の構造棋と，下川層群の堆積ベーズンの周辺とが

交叉する地点といろことができる。

ここの輝様岩粘板岩複合体は，約 2km の幅で，南北に細長くつらなり，南

へむかつて桐まっている u との岩体の束縁にそって，ところによっては数 100

m の幅をもっ，規模の人き友破砕帝が形成されている。これは，一般に東落

ちの傾斜をしめしている。この破砕帯は，輝禄岩の道入後に形成されたもの

で，ゐもに，粘板岩が幅広く破砕されて.:t' I)， 輝禄岩も緑色片岩あるいは角
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同i岩状になっている q 大体，輝禄岩と粘板岩との接触部が，もっともは!ずし

く破砕されている q な;j:j，この政砕帝にそって，小さな規模のIff嬬岩と

岩が与られるが，これも破砕をうけている q

これらを訟なって，発達する下川層詳は，二段火山 1賞品物と二ノ橋層であ

る。二役火山噴出物は，基底凝灰岩層，下部安山岩熔岩，玄武岩熔岩，上部

安山岩府守であるコ事務所附近には，二ノ橋角牒凝灰岩層が厚く分布し，最

上部には二ノ橋安山岩熔岩がみられるョこのように，鉱床付近には，鉱床生

成後の土佐漬物である j弁明岩層が広く分布して，地支探鉱の障害となってい

る。

鏡床

ここの鉱床は，すべて，前にのぺた破砕帯に沿ってj去り，そ0中でも，も

っとも破砕作用のいちじるしい，輝禄岩と粘杭岩との接触郊に形5たされてい

る。現在，開発されているものは，落合沢のものであるが，中の沢にも露項

がみられ，さらにその南方にも，小さいピリ鍾状のも οがみられるコこれら

は，同じ破砕帯の， 1 つの連続する線上のものと考えられる司

粘板岩石'V岩層領域から，鉱床に近づくと，次第に，割目や小さなすべりが

多くたり，それらに境されて，脆弱な千枚岩状の部分が多くなってくる q こ

の千枚岩{ととともに，石英脈がみられるようになり，次第に石英脈が優勢と

たるコそして，片麻岩のそれのように，黒と自の縞状に発達する 3

鉱!未から 50 m 以内ぐらいの近さになると，いちじるしく変質作用をうけ

たものがみられ，濃禄色ないし灰緑色の千枚岩となっているョこれは緑泥石

と石英の微粒からできているもので，絹雲母や駒熊石も生成されている二鉱

床に持するところには，灰白色の千枚岩ないし粘土質岩がみられるコ

下磐到の輝禄岩も，鉱床に接する部分は，完全に変質をうけて沿り， ソー

シュノレ石，斜長石，禄泥石，石英，方解石，鮪簾石などが生成されている。

つまりとの鉱床の先駆作用である母岩の変質作用は，広い珪化や絹雲母化

についで，いちじるしい禄泥石化がむこなわれている形であるョこれら変質

帯の特徴は，隔が不定で，必宇、しも鉱床から移していないことである。そ
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めず力、|ニ方向性をもっ力・リ鉱

5m

第 14 図 下川広床の状態の 1 例
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の形は完全に破砕帯を形成した運動に支即され，全般を通じての，規則的危

発達はみられ危いD したがって，母岩の変質だけからでは，今のところ，探

鉱の指針をみつけ出すことはできたいq 後にのべる鉱床の状態から考えても

探鉱は，構造帯の解析によるのが最も有効とむもわれる。

鉱床の形は，最も優勢な部分を頂点として，東方に突出する弧をえがき，

さらに南方は，中ノ沢鉱床にむかつて延長している。一般に東へ傾斜してい

るが，北方で、は 30° ，..... 60° のゆるい傾斜をしめし，南方は垂直ないし 60口の傾

斜である。との形は鉱床生成前にほとんど完成されていたと考えられ，ある

種のひねれをもった，破砕作用の結果と訟もわれる。

鉱体は均質に連続するものではなく，膨縮がはなはだしく，完全に切れる

ところもある。現在知られている走向の総延長は約 1 ，000 m で，イ頃斜延長は

約 300m である。錨幅は最大 20m，平均 5m である。 この酒を形成してい

るのは， レンズ状ないし不規則形の小さな鉱体であり，ほとんどすべり面で

境されてはいるが，断層運動によって動いた結果ではなく，鉱体自身の動き

によるものであるる。つまり，この鉱床は，無数のすべりによって劃されて

いる単位鉱休の連続配列である，ということができょう。

この配列のしかたは，場所によって違ってくるが，すべて雁行構造の範ち

ゅうにふくめられる Q 大まかな傾向として，南方に，級密塊状鉱を主体とし

た優勢な鉱体があり，北方にむかつて，縞:伏鉱，鉱染鉱の形をとり消滅して

いる。この鉱化作用も，母岩の変質と !P'1じく，破砕帯の形成機構に支配され

てjなこたわれた，硫化物の交代作用であり，この破砕帯を構成している単位

構造体が，一つの単位鉱体となっている D

不明瞭ではあるが，線構造を測定することができる q たいてい，南東落ち

をしめし，大体，富鉱体の落しと一致している。

この鉱床の解明には，すべての構造要素を総合して，破砕帯の形成機構を

あきらかにすることが，先決とやもわれる。

鎮石

乙の鉱床の鉱石は，紋密塊状鉱(コンパクト)と，鉱染者よび、病状鉱(ガ

-46 ー



リ鉱)の 2 つにわけられる 9 一般に，鉱物粒は，キースラーガーとくらべて

細かく，選鉱に困難する原因と怠っている。

徴¥ヰ卯?

い o 一白削部1日:は鉱!床末生成後の変l勅i長町助1司功fj昨によつて，粉鉱化されている。鉱染沿よび縞状

鉱は，緑色の母岩中に(輝緑岩出{のものも，相i版岩注目のものもある)不規則

な桐脈状あるいは，方向陀をもった桶状ve ， 黄鉄鉱黄銅鉱が交代生成してい

るものである。

鉱石鉱物は，黄鉄鉱，黄銅鉱を主体とし，脱硫鉄鉱，閃亜鉛鉱，玖璃鉱，

方鉛鉱な左をともなっている。牛沢信人は， リンネヱイトらしいコパルト鉱

物について報白-しているつコバルトは，すべての鉱石K多少ともふくまれて

いるもので，その量は 0.1--0.3 %ぐらいである。

坑内粗J$完全分析結果〔昭和 25 年 3 月~昭和 27 年 10 月平均)

Cu Fe Pb Zn S SiO:,l AI :,l Oa CaO MgO

1.90 23.66 Tr 1.54 21.69 34.58 10.37 1.42 2.28

黄鉄鉱: もっとも持 j図的に，多量に産する。白形性の強いものと，そうでないもの

とがある。

黄銅鉱: 黄鉄鉱についで多く産するが，場所によって，量比の晃が大きしときに

大部分が黄銅鉱によって占められる鉱石もある。

磁硫鉄鉱: 普遍的にみられるものではないが，わりに多〈産する。黄鉄鉱と共生す

ることはめずらしし、。

関車鉛鉱: 肉眼的には，級祈塊状拡に多く認められ，縞状をして ν ることもある。

鉄分の多 \I'， 黒禍色の鉄閃亜鉛鉱で、ある。

政H~ 鉱: ごく主れに，黄銅鉱と共生してみられるもので，肉眼では全く識別できな

し、。

B ~fr期岩層に脹胎する鉱床

乙の地域の新j明岩層中には，開発された鉱床はみられたい。単 ve ，鉱染て

いど、のものが， 2, 3 知られているぐらいである。

下川市街の北東ve ，広く発達している石英組面岩は.サンノレ図幅内で，サ

ンノレ金山の母岩となっているもので，図幅地域内でも，粘土化や黄鉄鉱の鉱

染しているところがあり，探鉱もかなり訟となわれているようである。
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下川層群の火成活動に関連するものとして，パンケ川中流の玄武岩熔岩む

よび、中部安山岩熔岩が，広い変質帯と黄鉄鉱の鉱染をみせている。とれは，

いわゆる後火成作用によるものと考えられ，硫化鉄だけの鉱化作用である。

今後の調査によって，硫黄鉱床として取扱えるものがみつかるかも知れたい

があまり期待できない。

現在の河川Kは，多くの砂鉱区がかけられているようであるが，その鉱種

は，砂金，砂白金，砂クローム，砂チタン，砂鉄である。大正のはじめとろ，

パンケ川上流二股附近で砂金を採集したととが記録されているが，量はごく

僅かなものであったらしい。また下川市街地の西北方山地の小沢では，砂白

金を採集した事実がある。現在もっとも注目されている砂鉱は，砂チタンで、

ある。

下川層群の砂岩層発達地域には，亜

炭屑がみられる。たむ，下川市街の南

方，桑の沢上流には，五味鉱泉とよば

れる冷鉱泉が湧出している。

砂チタン: 下川市街附近の山地を流れ

る各小沢の沖積地には， いくらかのチ

タン鉄鉱粒がふくまれている。これ

は，北方サンル図幅内のサンル市街附

近までの v'た範囲にみられる。この附

近の，砂岩， ~襲岩， 擬灰岩などの熔岩

類をのぞく各岩層には，小量のチタン

鉄鉱がふくまれており， この岩層の風

化解析によって，沖積土中に濃集じた

ものである。その量は， TiO:J10;>;; 内

外のようである D チタン鉄鉱のほかに

は， ど〈わずかの磁鉄鉱がみられる。

クローム鉄鉱は，分析によって痕跡て

ν ど知られている。なお，砂岩などで，

比較的 Ti0 :J品位の高いものがある

が， これは， チタン鉄鉱のほかに，チ

タン石をふ〈むためとおもわれる。手

山

ヰr:i

岩

E 炭

ちOC T!1.

第 15 図 下川駅東南方の亜炭層の住状 I~]
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選したも dノ Jノ分析'IU'L は 'i';~ とソりである D

TiO::? FeO AI::?O;¥ SiO::? eu Ni Co

45.50 47.21 3.75 2.20 0.10 tr tr

40.01 45.12

分析者

ド川鉱山

北海道地下資源調査所

ニ間瀬烈

亜 炭; モサンル砂岩層，パンケ砂岩層およびパンケ安山岩質集塊岩中の砂岩にと

むところにみられる D 最も厚いところで， 1. 5m ていどであるが，砂岩層は異常堆

積οいちじるし ν ものであり， :Ir~ 炭層の連続はほとんど期待できない D また亜炭層

rp に泥岩などのはさみも多Ii、。熱量は 4，000 なし、し 4，500 カロリーといわれる。 Iマ

川収の東南方 2km の地点にあるものは， :J:i t道採掘をおこなワたが，すく守やめてし

まったらしし、
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale1:50,000

SHIMOKAWA

(Abashiri-12)

By

SumitoshiSaki)

and

Hiroshi0巴anai

(Geologicλ1 SurveyofHokkaido)

Resume

TheareldealthereliestothenorthofAsahikawa , extendingbetween

latitud~ 44"10'Nand44 口 20'N andbetweenlongitude142ー30'Eand142ー

45'E.

ThisdistrictlyingbetweenKitamiMountainrangeandNayoroBasin,

isdividedintothefollowingthreetopographic ョ[ areas:hillyland, ranging

from200to350m.inhight, mountainousareaconsistingofplateauof

about700m.inhight, andremarkablyundulatingmountainousarea.

ThehillylandisoccupyingtheareaofNorthwesternpartofthis

sheet, whereisolelelevatedplateau, erodedconsiderably, onwhichlies

terracedeposits. Thesecondareatypicallydevelopsabouttheareaof

Me.Touaidaibu , andthisareaisgeologicallycomposedmainlyofvarious

kindsofvolcanicrocks , Pleioceneinage. Themountainousare ヨ occupie3

theareaofSoutheasterncornerofthissheetwhereismoredissectedby

erosionsthantheotherareaandshows, muchcomplicatereliefs. This

areaisgeoIo 宗 ically consistedmヨinly ofPre-tertiaryrocks.
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GEOLOGY

Thegeologicalformationswhichdevelopinthissheetaredivided

generously, accordingtotheirorderofsuccession, intoolderrockformations

andyoungerrockformations. Theformerwhichisthebasalformation

ofthisareaconsistsoftheHidakagroupandintrusiverock, developedin

it.TheyoungerrockformationsarecomposedoftheNeogene Tertiary

groupandQuaternarygroup.

THEHIDAKAGROUP, abasalformationinHokkaido, distributes

SoutheasternpartandSouthwesterncornerof this sheet, having the

strikeofNE-SWandN-Sdirectionrespectively. Itshowsseverefoldings

andfaultsandinsomeplacesshearzonesbywhichdisturbancesare

revealed. Thisgroup, non-fossiliferousproperty, consistsmainlyofslate

andsandstonealternation, intercalatedbylayersofschalstein, chert, limeｭ

stone.

THEINTRUSIVEROCKS , havingintrudedintheHidaka group,

areconcomitantintrusionofthefoldingofthebasement, perphapsthe

intrusionin late Cretaceous toearlyTertiary. Thelocationofthe

intrusionisalongtectoniclinesthatcontinuefromOkushibetsusheet.

TheDiabase-SlateComplexMassisexposedasbelt-likemassofabout

2km.widealongtheeasternsideofKumamaruZawa, andcontinuesto

DiabasicGabbroofOkushibetsusheet. Inthismassthecleavedand

foliatedthinslatyrocksinterlockeachwithdiabasicrocks, namelythey

formalargestructualbodytogetherboth. Thediabasicrocksarevarious

fromfine-grainedporphiriticdiabasetocoarse-grainedgabbroicdiabase.

TheSerpentineandtheNormalGabbroindykeformintrudedalong

theeasternmargineoftheDiabase-SlateComplexMass. Bothmust

intrudedmorelatethantheDiabase-SlateComplexMass.

TheDiabaseDykeandtheLeucocratearefoundalongshearzone

anbfaultzoneofHidakagronp respectively, andeitherhavealterated

secondary onaccountofmetasomatism.

THENEOGENETERTIARYGROUP, whichunconformablycovers

theHidakagroup, dividedintotheOkushibetsuformationwhichmaybe
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correlatedtotheKawabataseriesoftheIshikaricoalfieldinHokkaido,

andShimokawagroupthatisconsideredthesedimentinthelaterPleiocene.

TheOkushibetsuFormationoccupyingnarrowlyalongtheupperstream

ofPankeGawa, consistsofdarkgraymassivemudstone. Nofossilshave

beendetectedinit.

TheLiparitewhichisexposedintheNortheastofShimokawatown,

isextrusivesof theage from lateMiocenetoearlyPleiocene. Ithas

many varieties ofrockfacies, butgeneralycensistsofplagioclase, quartz,

manyspheruliteandmuchglass.

TheShimokawaGroup, themainformationinthis sheet, hasthe

widestdistributionaswellinthissheet. Itconsistsofvariouslavas,

pyroclastic rocks, volcanicsedimentaryrocksand normalsedimentary.

rocks, andeachrocksareassortedcloselywithrelationof alternation,

gradualchangeoranormarysediment. ThisGroupisformingbasin

structure, foritslopedabout20degreetowardthecenteroftheareaof

thisGroup. Onlyitcontainsplantfossilsandsiliceouswood, product

in recent, therefornoobviousinage. It's divided, accordingtoits

lithologicalfeatnresandthelocation, followingas:

(TufaceousAgglomerate
PankeFormation:

lSandstoneBeds

(UpperAndesiticAgglomerate

PenkeFormation{LipariticTuff-beds

lLowerAndesiticAgglomerate

(KaminayoroAndesiteLava

SanruFormation{SanruAndesiteLava

lTu 百 Beds

(AndesiteLava
Upperparts;

lAndesiticAgglomerate

(AndesiteLava
FurebetsuVolcanics}Middleparts;

lTafaceousSandstoneBeds

(AndesiteLava

Lowerparts{AndesiticAgglomerate

LIntercalatingAndesiteLava
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Ninohashi吋i AndesiteLava

Ande 白si比tic Agglomerate

Nit帥帥 i For口rma 伽

ConglomerateBeds

VitricTu 旺 Beds

{AndesiteLava
Upperparts;一

tKumamaruzawaAndesiteLava

(AndesiteLava

Futamata Vo 1c anics~ Middleparts~ BasaltLava

lTufaceousSandstoneBeds

{AndesiteLava
Lowerparts;

tBesalTuffBeds

(UnnebiraAndesiteLava

IIchinohashiAndesiteLava
MosanruFormation<

ISandstoneBeds

lPyroclasticRocks

THEQUARTERNARYGROUP divided into Churepp Formation,

TE:rraceDeposits, TalusandAlluvialdeposits. TheChureppFormation

whichoccupiestheareaofNorthwesterncornerofthissheetisconsidered

ofthedepositsinmostearlyDilvium, andconsistsofverythi.:kSand

GravelBeds, Tufaceo人s Conglomerate Beds and a partof Tufaceous

Agglomerate. TheTerraceDepositswhicharecomposedofsand, gravel

andclaylieonthehillylandunder400m.inhight, coveringallformer

formation. Onaccountofterraceplainiserodedremarkably, they are

divided, accordingtothehightandtheextentoferosion mainly, into

Upper, Middle, Lower and Terrace deposits, in recent river. The

Alluvialdeposits ，日 ood plaindepositsandriverbedgravel, consistsmainly

ofsandandgravel.

ECONOMICGEOLOGY

Inthis sheet, ShimokawaMinewhichisnotedasonlyonelarge

scaledepositsofthecupriferousironsulphideoreinHokkaido, inabout

7km.SEofShimokawatown. Besidesnoworkingmine, andthemineral
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indication, theimpregnationoforeetc., areveryfew too, nothingbut

ilmeniteplacerandligniteareseenonsomeplaces.

TheoredepositstheShimokawaMinewhichhaverelativelynew

history, establishedin 1940, isformedinthesheazonealongeastern

margineofthediabaseslatecomplexmass, anditiscupriferouspyrite

deposits, replacedthediabaseandslateboth. Itbelongtothecategory

of so-called Kies lager. However it stratified scarcely, and shows

remarkablysuperiorityandinferiorityoforebodypartialy, forcontinues

arrangementoftheiregulerformedorebody. Theorewhichismainly

composedofpyriteandchalcopyrite, withasmallamountofpyrrhotite,

mamatite,cubaniteandgalena, isdividedintocompactoreandimpregnated

orbandedore. Itiscontainedcobaltinthemalways.

TheIlmeniteplacerswhichshowtohavelowTiO~ incontent, are

foundalongthesmallswampofthevicinityofShimokawatown, andit

iscontainedasmallamountofmagnetitebutilmenite.

AlthoughsomeLignitearefoundintheMosanruandPankeformation

ofShimokawagroup, theyintercalatedmanybandofthemudstoneor

thesandstoneandcontinuous.
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第 2 圃版

第 1 図 上名寄北方の崖錐4 開墾のときに，これだけ百を集め

ても，な~農具の消耗がはなはだしいョ

第 2 図 >;ンケヌカナン上 I) 東方を望二むコ手前は珂j可!末段丘出iι

イ王位段丘と中位Jミ丘ひ illiがのぞまれる 2

第 3 図 二ノ橋層安山岩質集土曜岩，NagJ) この道路は開拓道

路であ I) ，この実に二ノ橋角磯凝灰岩層の地域があっ

て，ひらけだ平坦地があるつ
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第 3 圏版

弔 1 モサン It- /，;4ω 火山!作岩 IMp たきな献をも J

lU円 c , 、り.~ろ

話 2 スi ベンケ I'，'J¥(I)下 (7f: 山守宮民f時計上Plg" と fi 桁計持

凝灰岩層 CPt' 三グj移

壬l央官11剖岩質();見;灰岩中 i三安[Jl

~g 3[翌i サンル屑の凝灰岩屑 と十/' ;1，安!斗牡ltfl~ 岩 CSI と

。移{ヒ部ョ左手前が凝 iJ~ 岩;fl;オー
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第 1 図
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第 4 圃腹

第 1 図 ノミンケ砂岩層 CPs) の砂岩泥岩互層。

第 2 図 ノ t ンケ砂岩層 CPs] の際岩と泥岩D

第 3 図 ベンケ層の上部安山岩質集塊岩 CPug] 中の砂岩泥岩

互層。
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